
※講習会は、エコモ財団の担当者がグリーン経営について説明します。既に認証登録をされている事業者の皆様の参加も可能です。

「認証基準」、「取組事例」など 詳細は

（略称：エコモ財団）

東京都文京区後楽１丁目４番14号 後楽森ビル 10階〒112-0004
https://www.ecomo.or.jp☎03-5844-6276グリーン経営業務室

グリーン経営ホームページ　https://www.green-m.jp/グリーン経営ホームページ　https://www.green-m.jp/
で 検 索グリーン経営

認証取得後8トン以上のトラックで3.1％の燃費向上、車両故障件数20.9％減少。
交通事故発生件数25.9％減少など（グリーン経営認証取得による効果・2022年版より）環境改善にとどまらない効果。

グリーン経営認証で環境にやさしい取組を！グリーン経営認証で環境にやさしい取組を！

認
証
取
得
に
向
け
た

講
習
会
の
ご
案
内

日　時 会　場 主催 問合せ先対象業種

エコモ財団
グリーン経営講習会係
☎03-5844-6276
※ガイダンスの2番を
押してください

エコモ財団
グリーン経営講習会係
☎03-5844-6276

※ガイダンスの2番を押してください

AP横浜　Bルーム（４階）
神奈川県横浜市西区北幸 2-6-1

ONEST 横浜西口ビル
2月17日（月）トラック

バス、タクシー 13：30～16：30 関東運輸局

九州運輸局13：30～15：30 オンライン2月26日（水）トラック
バス、タクシー

― オンライン 東北運輸局２月中旬（予定）トラック
バス、タクシー

中国運輸局 
交通政策部 環境・物流課
☎082－228－3496

オンライン 中国運輸局2月19日（水）トラック
バス、タクシー 13：30～16：00
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会
議
冒
頭
︑
国
土
交
通
省
物

流
・
自
動
車
局
の
鶴
田
浩
久
局

長
︑
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
の

坂
本
克
己
会
長
︑
労
働
関
係
団

体
を
代
表
し
て
全
日
本
運
輸
産

業
労
働
組
合
連
合
会
（
運
輸
労

連
）
の
成
田
幸
隆
中
央
執
行
委

員
長
が
そ
れ
ぞ
れ
あ
い
さ
つ
︒

　

特
に
鶴
田
局
長
は
︑
坂
本
会

長
が
表
明
し
た
法
改
正
の
意
向

に
つ
い
て
触
れ
﹁
来
年
春
の
法

改
正
を
見
据
え
︑
私
ど
も
行
政

も
労
働
組
合
の
皆

様
も
目
指
し
て
い

る
と
こ
ろ
は
同
じ

で
あ
り
︑
ま
た
こ

の
ス
ピ
ー
ド
感
も

並
大
抵
の
こ
と
で

は
な
い
︒
坂
本
会

長
の
決
意
に
敬
意

を
表
す
る
と
と
も

に
︑
政
労
使
で
政

策
的
対
話
を
重

ね
︑
新
し
い
提
案

に
限
ら
ず
協
力
し

て
進
め
た
い
﹂
と

述
べ
た
︒
ま
た
︑

坂
本
会
長
は
﹁
行

政
側
か
ら
の
協
力

を
惜
し
ま
な
い
意

向
を
聞
き
非
常
に

心
強
い
︒
こ
の
時

勢
を
踏
ま
え
︑
政

労
使
一
致
結
束

し
︑
来
年
こ
そ
実

り
あ
る
結
果
を
得

た
い
﹂
と
あ
い
さ

つ
︒
運
輸
労
連
の

　

国
土
交
通
省
は
12
月
16
日
︑
第
53
回
﹁
物
流
政
策
懇
談
会
﹂

を
開
催
し
︑
行
政
︑
労
働
関
係
団
体
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者

が
一
堂
に
会
し
︑
適
正
運
賃
収
受
や
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の

労
働
条
件
改
善
な
ど
に
向
け
た
取
り
組
み
な
ど
に
つ
い
て
意
見

交
換
を
行
っ
た
︒
特
に
︑
坂
本
克
己
会
長
が
12
月
５
日
の
第
２

０
８
回
理
事
会
で
︑﹁
事
業
許
可
更
新
制
﹂
を
柱
と
し
た
︑
適

正
競
争
を
推
進
す
る
た
め
の
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
法
の
改

正
と
︑
そ
れ
を
担
保
す
る
た
め
の
特
別
措
置
法
の
成
立
を
目

指
す
こ
と
を
表
明
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
︑
政
・
労
・
使
が
一

致
結
束
し
て
法
改
正
に
向
け
て
取
り
組
む
姿
勢
が
確
認
さ
れ

た
︒

成
田
中
央
執
行
委
員
長
も
﹁
事

業
許
可
の
更
新
制
は
︑
我
々
も

主
張
し
て
き
た
事
項
で
あ
り
︑

賛
同
す
る
﹂
と
述
べ
た
︒

　

懇
談
で
は
ま
ず
︑
国
交
省
物

流
・
自
動
車
局
の
三
輪
田
優
子

貨
物
流
通
事
業
課
長
が
︑
国
交

省
・
経
済
産
業
省
・
農
林
水
産

省
に
よ
る
審
議
会
の
合
同
会
議

の
取
り
ま
と
め
内
容
や
︑﹁
ト
ラ

ッ
ク
・
物
流
Ｇ
メ
ン
﹂
へ
の
改

組
と
体
制
の
拡
充
︑﹁
ト
ラ
ッ
ク

運
送
業
に
お
け
る
多
重
下
請
構

造
検
討
会
﹂
の
進
捗
状
況
な
ど

に
つ
い
て
説
明
し
た
︒

　

続
い
て
︑
運
輸
労
連
の
坂
井

俊
文
中
央
書
記
次
長
（
産
業
政

策
部
長
）︑
全
国
交
通
運
輸
労

働
組
合
総
連
合
（
交
通
労
連
）

の
貫
正
和
ト
ラ
ッ
ク
部
会
事
務

局
長
︑
全
日
本
建
設
交
運
一
般

労
働
組
合
（
建
交
労
）
の
鈴
木

正
明
全
国
ト
ラ
ッ
ク
部
会
事
務

局
長
が
︑
各
労
働
組
合
の
意
見

を
説
明
し
︑
国
交
省
が
回
答
︒

そ
の
後
︑
政
・
労
・
使
で
意
見

交
換
が
行
わ
れ
︑
国
交
省
物
流

・
自
動
車
局
の
鶴
田
局
長
や
三

輪
田
課
長
︑
紺
野
博
行
物
流
政

策
課
長
が
対
応
し
た
︒

　

会
の
最
後
に
は
︑
労
働
組
合

を
代
表
し
︑
交
通
労
連
の
織
田

正
弘
中
央
執
行
委
員
長
（
ト
ラ

ッ
ク
部
会
長
）
が
あ
い
さ
つ
︒

続
い
て
︑
小
林
和
男
全
ト
協
副

会
長
が
﹁
立
場
は
そ
れ
ぞ
れ
異

な
る
が
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界

の
健
全
な
発
展
と
︑
社
会
的
地

位
の
向
上
と
い
う
目
標
は
同

じ
︒
今
後
と
も
政
労
使
で
協
力

し
︑
諸
課
題
に
力
強
く
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
﹂
と
閉
会
あ
い

さ
つ
を
述
べ
た
︒

　

実
運
送
事
業
者
が
正
当
な
対
価
を
収
受

し
︑
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
が
果
た
し
て
い

る
役
割
に
相
応
し
い
賃
金
水
準
へ
の
引
き

上
げ
と
労
働
条
件
を
改
善
す
る
上
で
︑
事

業
許
可
更
新
制
の
導
入
は
有
効
で
あ
る
︒

我
々
も
と
も
に
実
現
を
目
指
し
た
い
︒

　

令
和
６
年
度
補
正
予
算
が
12
月
12
日
に
衆

議
院
本
会
議
で
可
決
︑
続
い
て
同
17
日
の
参

議
院
本
会
議
で
可
決
・
成
立
し
た
︒

　

ま
た
︑
同
20
日
に
は
自
由
民
主
党
︑
公
明

党
の
両
党
が
︑
令
和
７
年
度
税
制
改
正
大
綱

を
決
定
し
た
︒

　

こ
れ
ま
で
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で
は
︑

坂
本
克
己
会
長
を
先
頭
に
ト
ラ
ッ
ク
関
係
施

策
に
関
す
る
要
望
活
動
を
精
力
的
に
展
開
し

て
き
た
︒
そ
れ
を
受
け
て
︑
こ
の
た
び
の
補

正
予
算
と
税
制
改
正
大
綱
で
は
︑
ト
ラ
ッ
ク

運
送
業
界
か
ら
の
要
望
が
色
濃
く
反
映
さ
れ

る
も
の
と
な
っ
た
︒

　

補
正
予
算
︵
別
掲
︶
で
は
︑
自
動
化
・
機

械
化
・
脱
炭
素
化
・
物
流
標
準
化
・
デ
ー
タ

連
携
等
に
よ
る
物
流
の
効
率
化
︑
ト
ラ
ッ
ク

・
物
流
Ｇ
メ
ン
や
改
正
物
流
法
の
着
実
な
施

行
等
に
よ
る
商
慣
行
の
見
直
し
な
ど
﹁
物
流

の
革
新
と
持
続
的
成
長
に
向
け
た
中
長
期
計

画
を
踏
ま
え
た
取
組
等
の
推
進
﹂
と
し
て
80

億
３
０
０
０
万
円
が
措
置
さ
れ
た
︒
ま
た
︑﹁
高

速
道
路
料
金
の
大
口
・
多
頻
度
割
引
の
拡
充

措
置
の
延
長
﹂
と
し
て
77
億
５
７
０
０
万
円

が
措
置
さ
れ
︑
最
大
割
引
率
を
40
％
か
ら
50

％
に
拡
充
す
る
措
置
が
令
和
８
年
３
月
末
ま

で
延
長
さ
れ
る
︒
さ
ら
に
︑
外
国
人
材
の
受

入
環
境
の
整
備
な
ど
﹁
運
輸
業
︑
海
運
業
等

に
お
け
る
人
材
確
保
・
育
成
等
﹂
に
12
億
７

２
０
０
万
円
が
措
置
さ
れ
て
い
る
︒

　

税
制
改
正
大
綱
で
は
︑﹁
中
小
企
業
投
資

促
進
税
制
﹂
に
つ
い
て
は
︑﹁
中
小
企
業
経
営

強
化
税
制
﹂
と
と
も
に
特
例
措
置
の
適
用
期

限
が
２
年
延
長
さ
れ
た
︒
ま
た
︑
中
小
企
業

の
設
備
投
資
に
係
る
固
定
資
産
税
の
課
税
標

準
の
特
例
措
置
に
つ
い
て
︑
賃
上
げ
を
後
押

し
す
る
よ
う
見
直
し
を
行
っ
た
上
で
︑
適
用

期
限
が
２
年
延
長
さ
れ
た
︒

　
﹁
自
動
車
関
係
諸
税
の
見
直
し
﹂
に
つ
い
て

は
︑
公
平
・
中
立
・
簡
素
な
課
税
の
あ
り
方

に
つ
い
て
︑
中
長
期
的
な
視
点
か
ら
︑
車
体

課
税
・
燃
料
課
税
を
含
め
総
合
的
に
検
討

し
︑
見
直
し
を
行
う
と
さ
れ
た
ほ
か
︑﹁
車

体
課
税
の
見
直
し
﹂
に
つ
い
て
は
︑
取
得
時

に
お
け
る
負
担
軽
減
等
課
税
の
あ
り
方
を
見

直
す
と
と
も
に
︑
自
動
車
の
重
量
お
よ
び
環

境
性
能
に
応
じ
た
保
有
時
の
公
平
・
中
立
・

簡
素
な
税
負
担
の
あ
り
方
等
に
つ
い
て
︑
関

係
者
の
意
見
を
聴
取
し
つ
つ
検
証
し
︑
令
和

８
年
度
税
制
改
正
に
お
い
て
結
論
を
得
る
と

し
た
︒

　

事
業
許
可
の
更
新
制
導
入
に
よ
り
適
正

な
競
争
環
境
が
整
え
ば
︑
企
業
が
適
正
な

収
益
を
上
げ
や
す
く
な
り
︑
そ
れ
に
よ
り

ド
ラ
イ
バ
ー
の
労
働
条
件
改
善
が
図
ら
れ

る
︒
早
期
の
実
現
を
目
指
し
連
携
し
て
進

め
て
い
き
た
い
︒

　

事
業
許
可
の
更
新
制
に
つ
い
て
は
︑
安

全
対
策
の
観
点
や
ド
ラ
イ
バ
ー
の
社
会
的

地
位
向
上
の
た
め
運
輸
労
連
と
し
て
も
従

来
か
ら
主
張
し
て
き
た
こ
と
で
あ
り
︑
賛

同
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
︒
議
員
立
法
に
よ

る
成
立
を
目
指
し
︑
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ

て
議
論
し
て
い
き
た
い
︒

トラック運送業界関係　補正予算の概要
▽物流の革新と持続的成長に向けた中長期計画を踏まえた取組等の推進
	 	 国費：80億 3,000 万円　財政投融資：290億円
▽運輸業、海運業等における人材確保・育成等
	 	 国費：12億 7,200 万円
▽高速道路料金の大口・多頻度割引の拡充措置の延長
	 	 国費：77億 5,700 万円
▽自動運転の普及・促進に向けた「道路システムのDX」の推進
	 	 国費：59億 7,000 万円
▽インフラ、交通、物流等の分野におけるGXの推進
	 	 国費：公共事業関係費 212億 6,600 万円
	 	 非公共事業費 2億 0,200 万円
▽生産性向上・地方創生に資する道路ネットワークの整備等
	 	 国費：856億 3,500 万円
▽国土強靭化に資する道路ネットワークの機能強化に関する対策
	 	 国費：公共事業関係費 1,973 億 7,500 万円
	 	 非公共事業費 15億 6,900 万円

坂本　克己
全ト協会長

鶴田　浩久
国交省	物流・自動車局長

政・労・使がトラック運送業界発展のため意見交換を行う物流政策懇談会（12月16日、全ト協）

足立　浩
中央執行委員長

織田　正弘
中央執行委員長

成田　幸隆
中央執行委員長

全日本建設交運一般
労働組合（建交労）

全国交通運輸労働組合
総連合（交通労連）

全日本運輸産業労働組合
連合会（運輸労連）

運輸関係３労組委員長がコメント発表

政・労・使 ドライバーの幸せを願い 「更新制」の導入で一致結束!!
第53回物流政策懇談会　次期通常国会での成案を目指す第53回物流政策懇談会　次期通常国会での成案を目指す

令和６年度補正予算・令和７年度税制改正大綱 業界の声を反映令和６年度補正予算・令和７年度税制改正大綱 業界の声を反映
「大口・多頻度割引の継続、最大 50％割引への拡充」など実る

発行所公益社団法人

〒160-0004 東京都新宿区四谷三丁目2番地5
全日本トラック総合会館

☎（03）3354-1029（総務部広報室）
https://jta.or.jp

12月25日号
（定価・税込348円／会員の購読料は会費に含みます）

※紙面に関する問い合わせは広報室まで

毎月1日・15日発行
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ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
ト
ラ
ッ
ク
協
会
ニ
ュ
ー
ス
）

（
ト
ラ
ッ
ク
協
会
ニ
ュ
ー
ス
）

繁忙期を無事故で乗り切り、良い新年を！ 〔第134回〕

　11月、ダンプカーと乗用車が衝突して、2台ともループ橋から
転落する事故が発生しました。この事故で乗用車に乗っていた
夫婦が死亡し、後部座席に同乗していた娘が意識不明の重体に
陥りました。警察は、ダンプカーを運転したドライバーを危険運
転致死傷の容疑で逮捕しました。繁忙期の年末年始は、事故の
多発が懸念されます。気を引き締めて安全運転に徹してくださ
い。

●カーブでの減速を徹底する

Ａさん「この前に発生したダンプカーと乗用車の事故のニュー
スを見たかい」

Ｂさん「ああ。僕はちょうどテレビでニュースを見ていた時だけ
ど、すごい事故だったね」

Ａさん「報道されているところによると、ダンプカーは土砂を運
送中、制限速度時速30キロのループ橋を時速60キロ
程度で走行していたようなんだ。乗用車のドライブレ
コーダーには、ダンプカーの左側の車輪が浮いた状態
で、横転しそうになりながら迫ってくる様子が映ってい
たという報道もあるんだ」

Ｂさん「車輪が浮いたダンプカーが迫ってくる……。考えただけ
でどれだけ怖かったことか。本当に胸が痛むよ」

Ａさん「そうだね。僕たちとしては、こんな事故を二度と起こす
ことがないようにしなければならない。ダンプカーも
含め、トラックは車高が高いため重心が高くなってい
る。しかも重量があるから、今回のようなカーブでは大
きな遠心力が働いて、走行が不安定になって横転しや
すくなる」

Ｂさん「だから、ハンドル操作やブレーキ操作を慎重にやらな
きゃいけない。そのためにもカーブの手前での減速は
絶対だね」

Ａさん「そのとおり。みんながＢさんみたいだといいんだけど。
それと、これからの時期は横風にハンドルをとられるこ
ともあるから注意してほしいな」

Ｂさん「そのためにも、やっぱりカーブの手前ではスピードダウ
ンが鉄則だね」

●状況に応じた運転を徹底する

Ａさん「確かにそうだけど、大事なのはスピードコントロールも
含めて状況に応じた運転をすることだね。その基本は
制限速度を守るということだけど、制限速度を守って
いれば安全かというとそうじゃない。雨や雪、強風な
どの天候や、渋滞や工事などの道路状況に応じて適切
に運転することが大切だよ」

Ｂさん「確かに。先日、高速道路を運転していた時だけど、先の
追越し車線で工事の案内が出ていたので、僕は走行車
線を走行していたんだけど、結構、追越し車線をスピー
ドを出して進行していく車が多くいたんだ。工事の直
近になって慌てて車線変更していた車の多いこと。こ
ういうのが事故に繋がることを理解しないとね」

●冬道の備えを万全にしておこう

Ａさん「僕たちプロドライバーは、一般ドライバー以上に、状況
に応じた運転をしないと。また、これからは冬道の運
転にも万全を期さないとダメだね。Ｂさんはどんなこ
とに気をつけているかな」

Ｂさん「特に注意しているのは、急ハンドル、急ブレーキ、急発
進など『急』のつかない運転操作を徹底しているよ。あ
と、凍結路はものすごく滑りやすくなって停止距離が延
びるからスピードを出さないことと、車間距離を十分と

ることも心がけているよ」
Ａさん「そうだね。あと最近では、急な大雪で通行止めになった

り、立往生のようなことも発生している。出発前には、
事前に行先の道路や気象状況も調べておくといいね。
また、万が一の立往生に備えて、必要な携行品や食料・
飲料水などもしっかり準備しておいてほしいね。『出先
で買おう』ができない場合もあることを覚えておいて
ほしいね」

Ｂさん「これから年末年始の繁忙期、事故を起こさない・起こ
させないよう、万全を期さないとね」

Ａさん「年末年始を無事故で乗り切り、晴れやかに新年を迎え
よう」

69
事
業
者
を
認
定

２
０
２
４
年
度
引
越
事
業
者

優
良
認
定
制
度

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は

12
月
13
日
︑﹁
引
越
事
業
者

優
良
認
定
制
度
（
引
越
安
心

マ
ー
ク
）﹂
の
２
０
２
４
年
度

認
定
事
業
者
を
発
表
し
た
︒

　

今
年
度
は
︑
引
越
サ
ー
ビ

ス
名
称
単
位
で
申
請
総
数
70

事
業
者
の
う
ち
69
事
業
者
を

認
定
︒
認
定
事
業
者
の
内
訳

は
︑
新
規
認
定
10
事
業
者
︑

更
新
認
定
59
事
業
者
で
︑
認

定
の
有
効
期
間
は
２
０
２
５

年
１
月
１
日
か
ら
２
０
２
７

年
12
月
31
日
ま
で
︒

　

今
回
の
認
定
に
よ
り
︑
２

０
２
２
・
２
０
２
３
年
度
の
認

定
事
業
者
と
合
わ
せ
︑
３
５

３
事
業
者
（
１
６
９
６
事
業

所
）
が
引
越
安
心
マ
ー
ク
事

業
者
と
な
っ
た
︒

９
０
５
６
事
業
所
を
認
定

２
０
２
４
年
度
貨
物
自
動
車

運
送
事
業
安
全
性
評
価
事
業

　

全
国
貨
物
自
動
車
運
送
適

正
化
事
業
実
施
機
関
で
あ
る

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は
12

月
16
日
︑２
０
２
４
年
度
﹁
貨

物
自
動
車
運
送
事
業
安
全
性

評
価
事
業
（
Ｇ
マ
ー
ク
制

度
）﹂
の
評
価
を
決
定
し
︑

新
規
・
更
新
を
合
わ
せ
た
申

請
事
業
所
９
４
６
０
事
業
所

の
う
ち
︑
９
０
５
６
事
業
所

を
認
定
し
た
︒

　

今
年
度
の
認
定
事
業
所
の

内
訳
は
︑
新
規
申
請
が
１
０

２
５
事
業
所
︑
初
回
~
６
回

目
の
更
新
申
請
が
計
８
０
３

１
事
業
所
︒
２
０
２
０
~
２
０

２
３
年
度
に
認
定
し
た
２
万

０
０
１
３
事
業
所
（
12
月
16

日
時
点
︑
２
０
２
４
年
度
の

更
新
申
請
事
業
所
を
除
く
）

と
合
わ
せ
て
︑
安
全
性
優
良

事
業
所
は
２
万
９
０
６
９
事

業
所
と
な
っ
た
︒

　

な
お
︑
今
年
度
で
６
回
目

の
更
新
と
な
る
１
２
８
０
事

業
所
に
つ
い
て
は
︑
20
年
も

の
長
き
に
わ
た
り
安
全
運
行

の
実
績
を
積
み
上
げ
た
こ
と

か
ら
︑
長
期
認
定
事
業
所
と

し
て
︑新
た
に
デ
ザ
イ
ン
し
た

﹁
ゴ
ー
ル
ド
Ｇ
マ
ー
ク
﹂︵
別

掲
︶
の
ス
テ
ッ
カ
ー
を
使
用

す
る
こ
と
が
で
き
る
︒

　

認
定
の
有
効
期
間
は
︑
新

規
事
業
所
は
２
年
間
︑
初
回

更
新
事
業
所
は
３
年
間
︑
２

~
６
回
目
の
更
新
事
業
所
は

４
年
間
︒
今
回
の
認
定
に
よ

り
︑安
全
性
優
良
事
業
所
は
︑

全
国
の
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業

所
数
８
万
５
８
１
１
事
業
所

（
12
月
１
日
時
点
）
の
33
・

９
％
に
相
当
し
︑
ト
ラ
ッ
ク

運
送
事
業
所
の
３
割
超
が
安

全
性
優
良
事
業
所
と
な
っ
た
︒

　

全
ト
協
で
は
︑
今
後
も
引

き
続
き
認
定
事
業
所
の
一
層

の
拡
大
に
向
け
︑
荷
主
お
よ

び
一
般
に
対
す
る
Ｇ
マ
ー
ク

制
度
の
周
知
︑
認
定
事
業
所

の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
の
拡
充
︑

巡
回
指
導
時
に
お
け
る
普
及

促
進
等
に
努
め
て
い
く
︒

運
輸
労
連
・
交
通
労
連
か
ら

「
交
通
運
輸
政
策
に
関
す
る

要
請
書
」
を
受
理

労
使
の
連
携
強
化
図
る

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は

12
月
16
日
︑
全
日
本
運
輸
産

業
労
働
組
合
連
合
会
（
運
輸

労
連
）
と
全
国
交
通
運
輸
労

働
組
合
総
連
合（
交
通
労
連
）

か
ら
の
共
同
政
策
要
請
書

﹁
２
０
２
５
年
度
交
通
運
輸

政
策
に
関
す
る
要
請
書
﹂
を

受
理
し
た
︒

　

開
会
と
と
も
に
︑
運
輸
労

連
の
成
田
幸
隆
中
央
執
行
委

員
長
と
交
通
労
連
の
織
田
正

弘
中
央
執
行
委
員
長
が
︑
全

ト
協
の
若
林
陽
介
理
事
長
に

共
同
政
策
要
請
書
を
提
出
し

た
︒
成
田
運
輸
労
連
中
央
執

行
委
員
長
︑
若
林
全
ト
協
理

事
長
の
あ
い
さ
つ
に
続
き
︑

交
通
労
連
の
貫
正
和
ト
ラ
ッ

ク
部
会
事
務
局
長
が
︑
①
適

正
な
運
賃
・
料
金
の
収
受
︑

②
ト
ラ
ッ
ク
運
転
者
の
賃
金

を
引
き
上
げ
る
取
り
組
み
︱

︱
な
ど
全
９
項
目
の
要
請
に

つ
い
て
趣
旨
を
説
明
︒
全
ト

協
執
行
部
が
各
項
目
に
つ
い

て
回
答
し
た
後
︑
労
使
間
で

意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
︒

　

会
の
最
後
に
は
︑
交
通
労

連
の
織
田
中
央
執
行
委
員
長

が
閉
会
の
あ
い
さ
つ
を
述
べ
︑

ト
ラ
ッ
ク
運
転
者
の
労
働
条

件
改
善
等
に
向
け
︑
労
使
が

「
生
命
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
展
」

事
故
を
起
こ
さ
な
い
強
い
意
志
を

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は

12
月
13
日
︑
東
京
都
ト
ラ
ッ

ク
総
合
会
館
で
︑﹁
生
命
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
展
﹂
と
プ
ラ
ン
２
０

２
５
目
標
達
成
フ
ル
セ
ミ
ナ

ー
︵
左
下
記
事
参
照
︶
を
初

め
て
ト
ラ
イ
ア
ル
と
し
て
併

催
︒
10
命
の
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ

ー
お
よ
び
赤
い
毛
糸
玉
の
展

示
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
放
映
を
行

い
︑
セ
ミ
ナ
ー
参
加
者
や
本

部
職
員
な
ど
が
観
覧
し
た
︒

　

同
メ
ッ
セ
ー
ジ
展
は
︑
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
い
の
ち
の
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
が
２
０
０
１
（
平
成

13
）
年
か
ら
実
施
し
て
い
る

も
の
で
︑
飲
酒
運
転
で
の
交

通
事
故
な
ど
に
よ
り
理
不
尽

に
生
命
を
奪
わ
れ
た
犠
牲
者

が
主
役
の
ア
ー
ト
展
︒
犠
牲

者
一
人
ひ
と
り
の
等
身
大
の

人
型
パ
ネ
ル
は
﹁
メ
ッ
セ
ン

ジ
ャ
ー
﹂
と
呼
ば
れ
︑
そ
の

胸
元
に
本
人
の
写
真
や
家
族

の
言
葉
が
貼
ら
れ
て
い
る
︒

　

ま
た
︑
足
下
に
は
﹁
生
き

た
証
﹂
と
な
る
遺
品
の
靴
が

置
か
れ
て
お
り
︑
い
の
ち
の

大
切
さ
を
訴
え
て
い
る
︒

　

全
ト
協
で
は
︑
こ
の
取
り

組
み
を
支
援
し
て
お
り
︑
ト

ラ
ッ
ク
運
送
業
界
が
交
通
事

故
の
な
い
安
全
・
安
心
な
実

現
を
目
指
す
と
と
も
に
︑
訪

れ
た
人
に
安
全
運
転
の
大
切

さ
を
今
一
度
自
覚
す
る
よ
う

求
め
て
い
る
︒

連
携
し
て
取
り
組
ん
で
い
く

こ
と
を
確
認
し
た
︒

特
殊
車
両
通
行
制
度
に
関
し

て
要
望
書
を
提
出

山
本
道
路
局
長
に
対
し
て

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は

12
月
24
日
︑
国
土
交
通
省
の

山
本
巧
道
路
局
長
に
対
し

て
︑
特
殊
車
両
通
行
制
度
に

関
す
る
要
望
を
行
っ
た
︒

　

現
在
の
道
路
網
で
大
型
車

両
が
走
行
す
る
に
は
︑
特
殊

車
両
通
行
制
度
が
必
要
と
な

る
ケ
ー
ス
が
多
く
︑
そ
の
手

続
き
件
数
は
年
々
増
加
し
て

い
る
︒

　

ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
の

手
続
き
負
担
を
軽
減
す
る
と

と
も
に
︑
付
与
条
件
を
最
小

と
す
る
た
め
に
︑
今
回
全
ト

協
で
は
︑
①
夜
間
21
時
~
６

時
の
通
行
時
間
帯
条
件
の
緩

和
︑
②
特
殊
車
両
通
行
許
可

範
囲（
寸
法
・
重
量
・
車
種
）

の
可
能
な
限
り
の
最
大
化
︑

第
48
回
「
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
安
全
性
評
価
委
員
会
」

活
動
の
実
施
状
況
に
関
し
て

は
︑
平
成
24
年
度
よ
り
実
施

し
て
い
る
﹁
Ｇ
マ
ー
ク
ラ
ッ
ピ

ン
グ
ト
ラ
ッ
ク
﹂
走
行
に
つ
い

て
︑
今
年
度
は
全
ト
協
で
新

た
に
19
台
の
ラ
ッ
ピ
ン
グ
ト

ラ
ッ
ク
の
走
行
を
開
始
︒
ラ

ッ
ピ
ン
グ
を
実
施
し
て
継
続

走
行
し
て
い
る
ト
ラ
ッ
ク
の

台
数
は
︑
全
ト
協
=
２
１
６

台
︑
都
道
府
県
ト
ラ
ッ
ク
協

会
独
自
=
１
２
０
台
で
︑
計

３
３
６
台
に
達
し
た
︒

　

ま
た
︑
８
月
12
日
か
ら
18

日
に
か
け
て
︑
全
国
２
０
４

か
所
の
イ
オ
ン
モ
ー
ル
内
フ

ー
ド
コ
ー
ト
に
お
い
て
︑
Ｇ

マ
ー
ク
の
Ｐ
Ｒ
動
画
を
デ
ジ

タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
で
放
映
す

る
な
ど
︑
Ｇ
マ
ー
ク
普
及
の

た
め
の
Ｐ
Ｒ
活
動
に
つ
い
て

も
報
告
が
行
わ
れ
た
︒

　

12
月
13
日
︑
第
48
回
﹁
貨

物
自
動
車
運
送
事
業
安
全
性

評
価
委
員
会
﹂（
委
員
長
:

野
尻
俊
明
学
校
法
人
日
通
学

園
理
事
長
）
が
全
日
本
ト
ラ

ッ
ク
協
会
で
開
催
さ
れ
た
︒

　

議
事
で
は
︑
①
安
全
性
優

良
事
業
所
に
係
る
認
定
の
自

主
返
納
︑
②
２
０
２
４
年
度

貨
物
自
動
車
運
送
事
業
安
全

性
評
価
事
業
（
実
施
状
況
︑

申
請
事
業
所
の
評
価
）
︱
︱

に
つ
い
て
審
議
・
承
認
し
た
︒

　

今
年
度
の
安
全
性
評
価
事

業
（
Ｇ
マ
ー
ク
制
度
）
Ｐ
Ｒ

２
０
２
４
年
度
事
業
を審

議
・
承
認

第48回「貨物自動車運送事業安全性評価委員会」
(12月13日、全ト協)

防
災
備
蓄
品
と
し
て
県
リ
ハ

ビ
リ
セ
ン
タ
ー
か
ら
缶
入
り

パ
ン
４
８
０
個
購
入

山
形
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

　

山
形
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

（
熊
澤
貞
二
会
長
）
は
12
月

10
日
︑防
災
備
蓄
品
と
し
て
︑

山
形
県
リ
ハ
ビ
リ
セ
ン
タ
ー

（
山
形
県
山
形
市
）
が
製
造

・
販
売
す
る
缶
入
り
パ
ン

﹁
安
心
︑
缶
﹂
を
４
８
０
個

購
入
し
た
︒

　

今
回
購
入
し
た
缶
入
り
パ

ン
は
︑
チ
ョ
コ
味
と
レ
ー
ズ

ン
味
の
２
種
類
︒
も
っ
ち
り

と
し
た
食
感
が
特
徴
で
︑
賞

味
期
限
が
製
造
日
か
ら
３
年

と
︑
長
期
保
存
が
可
能
︒
山

形
県
ト
協
で
は
︑
令
和
５
年

１
月
に
も
約
千
個
を
購
入
︒

防
災
機
能
が
備
わ
っ
て
お
り
︑

災
害
時
に
は
緊
急
支
援
物
資

輸
送
拠
点
と
し
て
も
活
用
さ

れ
る
山
形
県
ト
ラ
ッ
ク
総
合

会
館
（
平
成
30
年
新
築
）
内

に
︑
防
災
備
蓄
品
と
し
て
保

管
し
て
い
る
︒

　

同
日
に
は
︑
黒
沼
祐
蔵
同

セ
ン
タ
ー
統
括
施
設
長
と
︑

製
造
担
当
の
同
セ
ン
タ
ー
利

用
者
３
人
が
山
形
県
ト
協
を

訪
問
︒
同
セ
ン
タ
ー
の
利
用

者
か
ら
は
︑﹁
ド
ラ
イ
バ
ー
の

皆
さ
ん
︑
こ
れ
か
ら
は
特
に

冬
道
や
雪
が
降
る
の
で
︑
体

に
気
を
付
け
て
安
全
運
転
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
︒

心
を
込
め
て
作
っ
た
の
で
︑

何
か
あ
っ
た
時
に
食
べ
て
ほ

し
い
で
す
﹂
と
︑
心
温
ま
る

③
特
殊
車
両
通
行
確
認
制
度

の
利
便
性
確
保
︑
④
特
殊
車

両
通
行
許
可
手
続
き
の
簡
素

化
・
短
期
化
︑
⑤
誘
導
車
配

置
条
件
の
見
直
し
︱
︱
に
つ

い
て
要
望
を
行
っ
た
︒

　

当
日
は
全
ト
協
か
ら
︑
内

宮
昌
利
重
量
部
会
長
︑
宮
地

高
照
鉄
骨
・
橋
梁
部
会
長
︑

三
村
文
雄
鉄
鋼
部
会
長
が
出

席
し
︑
山
本
道
路
局
長
に
対

し
て
要
望
書
を
手
渡
し
た
︒

そ
の
後
︑
内
宮
部
会
長
︑
宮

地
部
会
長
︑三
村
部
会
長
は
︑

言
葉
が
寄
せ
ら
れ
た
︒

飲
酒
運
転
根
絶
を
徹
底

プ
ラ
ン
２
０
２
５

目
標
達
成
フ
ル
セ
ミ
ナ
ー

　

東
京
都
ト
ラ
ッ
ク
協
会

（
水
野
功
会
長
）
は
12
月
13

日
︑
東
京
都
ト
ラ
ッ
ク
総
合

会
館
で
︑
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク

協
会
と
の
共
催
に
よ
り
︑﹁
プ

ラ
ン
２
０
２
５
目
標
達
成
フ

ル
セ
ミ
ナ
ー
~
削
減
目
標
達

成
へ
の
取
り
組
み
~
﹂
を
開

催
し
た
︒

　

開
催
に
当
た
り
全
ト
協
の

荻
原
正
吾
調
査
役
が
交
通
事

故
の
現
状
を
説
明
︒２
０
２
３

（
令
和
５
）
年
に
飲
酒
運
転

の
事
故
が
大
幅
に
増
加
し
た

道
路
局
道
路
交
通
管
理
課
と

の
要
望
内
容
に
関
す
る
意
見

交
換
を
行
っ
た
︒

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
「
道
の
駅

マ
ッ
プ
」
公
開
開
始

ド
ラ
イ
バ
ー
の
労
働
環
境

改
善
に
活
用
を

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で

は
こ
の
ほ
ど
︑
全
ト
協
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（
Ｈ
Ｐ
）
上
で
﹁
道

の
駅
マ
ッ
プ
﹂

の
公
開
を
開

始
し
た
︵
写

真
、
二
次
元

コ
ー
ド
︶︒

　

こ
れ
は
︑
全
国
に
１
２
０

０
か
所
以
上
あ
る
道
の
駅
の

中
か
ら
︑
大
型
車
駐
車
マ
ス

が
５
台
以
上
あ
る
道
の
駅
に

つ
い
て
︑
北
海
道
︑
東
北
︑

関
東
︑北
陸
甲
信
越
︑東
海
︑

近
畿
︑
中
国
︑
四
国
︑
九
州

・
沖
縄
の
地
方
ブ
ロ
ッ
ク
ご

と
に
グ
ー
グ
ル
マ
ッ
プ
上
に

ま
と
め
た
も
の
︒
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
か
ら
閲
覧
し
た
場
合

に
は
︑
現
在
地
か
ら
道
の
駅

ま
で
の
ル
ー
ト
案
内
も
表
示

す
る
こ
と
が
で
き
る
︒

　

全
ト
協
で
は
運
送
事
業
者

に
対
し
て
︑
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ

イ
バ
ー
の
労
働
環
境
改
善
を

図
る
た
め
︑
同
マ
ッ
プ
の
活

用
を
呼
び
か
け
て
い
る
︒

「
２
０
２
４
年
問
題
対
応
状

況
調
査
」
を
実
施
中

令
和
７
年
１
月
15
日
ま
で

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は

令
和
７
年
１
月
15
日
ま
で
︑

﹁
２
０
２
４
年
問
題
対
応
状

況
﹂
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
実
施
し
て
い
る
︒
同

調
査
は
︑﹁
物
流
の
２
０
２
４

年
問
題
﹂
に
関
し
て
︑
ト
ラ

ッ
ク
運
送
事
業
者
の
対
応
状

況
や
実
態
を
正
確
に
把
握

し
︑
今
後
の
施
策
や
要
望
活

動
等
に
反
映
す
る
た
め
︑
時

間
外
労
働
の
上
限
規
制
や
改

正
改
善
基
準
告
示
の
遵
守
状

況
︑﹁
物
流
の
２
０
２
４
年
問

題
﹂
へ
の
対
応
策
等
に
つ
い
て

確
認
す
る
も
の
︒

　

ア
ン
ケ
ー
ト
は
Ｗ
ｅ
ｂ
上

に
て
回
答
す

る
方
式
で
︑

二
次
元
コ
ー
ド

ま
た
は
全
ト

協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
パ
ソ

コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
で

直
接
回
答
す
る
こ
と
が
可
能
︒

　

問
い
合
わ
せ
に
つ
い
て
︑

調
査
の
設
問
・
回
答
方
法
等

に
関
す
る
こ
と
は
日
本
Ｐ
Ｍ

Ｉ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
㈱
（
電

話
:
０
９
０
・
４
６
６
０
・

１
５
１
６
ま
た
は
03
・
６
２
７

３
・
１
４
８
０
﹇
直
通
﹈
平

日
10
時 

~ 

17
時
）︒
ま
た
︑

調
査
の
趣
旨
に
関
す
る
こ
と

は
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
企

画
部
（
電
話
:
03
・
３
３
５

４
・
１
０
３
７
﹇
直
通
﹈
平

日
10
時 

~ 

17
時
）
ま
で
︒

こ
と
か
ら
︑
改
め
て
飲
酒
運

転
の
根
絶
を
呼
び
か
け
た
︒

  

前
半
は
︑
Ｓ
Ｏ
Ｍ
Ｐ
Ｏ
リ

ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト 

モ
ビ
リ

テ
ィ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
部
の

福
田
雅
之
氏
が
︑﹁
事
業
用

ト
ラ
ッ
ク
に
お
け
る
事
故
の

傾
向
と
防
止
対
策
﹂
を
テ
ー

マ
に
講
演
︒
福
田
氏
は
︑
全

ト
協
の
﹁
ト
ラ
ッ
ク
事
業
に

お
け
る
総
合
安
全
プ
ラ
ン
２

０
２
５
﹂
で
は
︑
事
故
削
減

目
標
と
し
て
﹁
死
者
数
と
重

傷
者
数
の
合
計
９
７
０
人
以

下
﹂﹁
飲
酒
運
転
ゼ
ロ
﹂
を

掲
げ
︑
重
点
削
減
目
標
（
各

都
道
府
県
の
共
有
目
標
）
と

し
て
﹁
車
両
台
数
１
万
台
当

た
り
の
死
者
数
と
重
傷
者
数

の
合
計
を
６
・
５
人
以
下
﹂

に
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い

る
と
説
明
し
た
︒

　

後
半
で
は
︑
４
つ
の
グ
ル

ー
プ
に
分
か
れ
て
グ
ル
ー
プ

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
︑

事
故
防
止
に
向
け
た
取
り
組

み
や
課
題
︑
こ
れ
か
ら
取
り

組
む
目
標
に
つ
い
て
受
講
者

同
士
積
極
的
に
意
見
交
換
を

し
た
︒

『広報とらっく』からのお願い
交通・運転マナーを守って！交通・運転マナーを守って！
プロトラックドライバーはプロトラックドライバーは
一般ドライバーの見本に一般ドライバーの見本に

・急な車線変更
・不用意なクラクション
・コンビニや公共施設の駐車場等での長時間駐車
・大型車進入禁止箇所等でのＵターン
・駐車場や道路へのゴミのポイ捨て
　事業用トラックは車体が大きいことから、一般乗用車より
目立ち、上記の行為が交通弱者や沿道の住民の方にとって、よ
り迷惑に感じられます。プロトラックドライバーは、交通法
規を守るだけでなく、マナーを守り、一般ドライバーの見本
となりましょう。
　また、最近、交通トラブルによる事故等が社会問題化してい
ます。道路交通法が改正され、令和２年６月末からあおり運
転が厳罰化されるなど、マナーからルールへと状況は変わっ
てきましたが、他車から迷惑行為を受けても冷静に対応する
とともに、自身もより一層の安全運転に努めましょう。

（
12
月
25
日
〜
１
月
31
日
）

▽
１
月
９
日

・
全
国
専
務
理
事
業
務
連
絡
会
議

▽
１
月
21
日

・
令
和
７
年
新
年
賀
詞
交
歓
会

パンの製造担当のセンター利用者らと記念撮
影（12月10日、山形県トラック総合会館）

今回購入した缶入りパン

山
本
道
路
局
長
︵
右
か
ら
２
番
目
︶
へ

要
望
書
を
手
渡
す
︵
写
真
㊧
︶
と
と
も

に
、意
見
交
換
︵
写
真
㊦
︶
を
行
っ
た

︵
12
月
24
日
、
国
交
省
︶

織
田
交
通
労
連
中
央
執
行
委
員
長
㊧
・

成
田
運
輸
労
連
中
央
執
行
委
員
長
㊥

か
ら
要
請
書
を
受
け
取
る
若
林
全
ト

協
理
事
長
㊨
︵
12
月
16
日
、
全
ト
協
︶

生
命
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
展
を
開
催
し
た

︵
12
月
13
日
、
東
ト
総
合
会
館
︶

「プラン2025目標達成フルセミナー〜削減
目標達成への取り組み」（12月13日、東京都
トラック総合会館）
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ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

～飲酒運転編～

法令　　  クイズ
マル　 バツ

❶	 	飲酒をしても、その後６時間以上経過していれば運転しても差し支えな
い。（	○・×	）

❷	 	自転車の酒気帯び運転には罰則が適用されない。（	○・×	）

❸	 	運転者が酒気を帯びていることを承知で運転を依頼した人は、自分自身
が運転するわけではないので罰則を受けない。（	○・×	）

❹	 	酒酔い運転により免許を取り消された場合、１年後に免許試験を受けて
合格すれば、免許を再取得できる。（	○・×	）

❺	酒を飲んだのが前夜であっても、翌朝の運転時まで酒の影響を受けて
いることがある。（	○・×	）

（解答は7面）

倉
庫
協
会
︑（
一
社
）
日
本

冷
蔵
倉
庫
協
会
︑（
一
社
）

不
動
産
協
会
︑（
公
社
）
全

日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
︑
全
国

ト
ラ
ッ
ク
タ
ー
ミ
ナ
ル
協
会

か
ら
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施
︒

全
ト
協
か
ら
は
馬
渡
副
会
長

が
説
明
を
行
い
︑﹁
大
型
車
︑

ト
レ
ー
ラ
な
ど
︑
多
様
な
車

両
が
い
つ
で
も
必
要
時
間
利

用
で
き
る
駐
車
ス
ペ
ー
ス
︑

広
さ
が
必
要
﹂︑﹁
ド
ラ
イ
バ

ー
の
労
働
環
境
改
善
の
た

め
︑
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
や
休
憩
施
設
︑睡
眠
施
設
︑

シ
ャ
ワ
ー
施
設
な
ど
ド
ラ
イ

バ
ー
が
長
時
間
待
機
で
き
る

施
設
が
必
要
﹂
な
ど
︑
利
用

者
目
線
で
の
施
設
整
備
の
重

要
性
に
つ
い
て
説
明
し
た
︒

ま
た
︑
自
治
体
な
ど
公
的
機

関
が
関
わ
る
形
で
公
平
に
運

営
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と

し
た
ほ
か
︑
拠
点
整
備
の
適

地
に
つ
い
て
は
︑
首
都
圏
~

近
畿
圏
間
な
ど
長
距
離
都
市

間
輸
送
の
中
間
点
が
望
ま
し

い
と
し
た
︒

　

同
検
討
会
で
は
︑
来
年
春

頃
に
報
告
書
を
取
り
ま
と
め

る
こ
と
に
し
て
い
る
︒

 

マ
ー
ケ
ッ
ト
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ

の
実
施
結
果
に
つ
い
て
議
論

「
自
動
物
流
道
路
に
関
す
る

検
討
会
」

　

国
土
交
通
省
は
12
月
19

日
︑
第
７
回
﹁
自
動
物
流
道

路
に
関
す
る
検
討
会
﹂（
委

員
長
:
羽
藤
英
二
東
京
大

学
大
学
院
工
学
系
研
究
科
教

授
）
を
開
催
し
た
︒

　

今
回
は
︑
自
動
物
流
道
路

の
実
現
に
向
け
︑
民
間
企
業

を
主
体
と
し
た
事
業
運
営
モ

デ
ル
を
検
討
す
る
た
め
に
10

月
10
日
~
11
月
７
日
に
実
施

し
た
マ
ー
ケ
ッ
ト
サ
ウ
ン
デ
ィ

ン
グ
の
結
果
を
事
務
局
が
報

告
︒
事
業
リ
ス
ク
に
関
す
る

意
見
で
は
︑
建
設
・
運
営
・

維
持
・
保
有
の
各
業
務
で
様

々
な
リ
ス
ク
が
あ
る
こ
と
か

ら
︑
民
間
が
す
べ
て
の
リ
ス

ク
を
負
う
こ
と
は
困
難
と
の

意
見
が
多
数
寄
せ
ら
れ
た
︒

ま
た
︑
民
間
事
業
者
３
社
へ

の
ヒ
ア
リ
ン
グ
も
実
施
し
た

上
で
︑
出
席
委
員
が
議
論
を

行
っ
た
︒

 

事
故
防
止
ポ
ス
タ
ー
を
制

作事
業
用
自
動
車
事
故
調
査

報
告
書
の
公
表
を
受
け
て

　

国
土
交
通
省
は
こ
の
ほ

ど
︑
事
業
用
自
動
車
事
故
調

査
委
員
会
に
お
い
て
調
査
分

析
し
た
１
件
の
事
業
用
自
動

車
事
故
調
査
報
告
書
を
11
月

１
日
に
公
表
し
た
事
案
に
つ

い
て
︑
同
事
故
調
査
結
果
な

ど
か
ら
得
ら
れ
た
内
容
を
基

に
同
種
の
事
故
再
発
防
止
を

呼
び
掛
け
る
ポ
ス
タ
ー
を
制

作
︑
公
開
し
た
︒

　

今
回
の
事
案
は
︑
中
型
ト

ラ
ッ
ク
の
運
転
者
が
︑
当
初

の
計
画
以
上
の
荷
下
ろ
し
作

業
を
行
っ
た
こ
と
か
ら
疲
労

し
︑
運
行
再
開
後
に
眠
気
を

感
じ
な
が
ら
も
休
憩
場
所
を

探
し
な
が
ら
運
行
し
て
い
た

こ
と
に
よ
り
︑
前
方
へ
の
注

意
力
が
低
下
し
︑
バ
ス
停
留

所
に
停
止
し
て
い
た
乗
合
バ

ス
に
追
突
し
た
も
の
︒
こ
の

 

輸
送
の
安
全
確
保
の
徹
底

を
運
送
事
業
者
等
に
呼
び

か
け

降
積
雪
期
を
前
に

　

国
土
交
通
省
は
12
月
16

日
︑政
府
中
央
防
災
会
議（
会

長
:
石
破
茂
内
閣
総
理
大

臣
）
に
よ
る
通
知
﹁
降
積
雪

期
に
お
け
る
防
災
態
勢
の
強

化
等
に
つ
い
て
﹂
が
11
月
29

日
に
出
さ
れ
た
こ
と
を
受
け

て
︑
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会

に
対
し
て
通
達
﹁
降
積
雪
期

に
お
け
る
輸
送
の
安
全
確
保

の
徹
底
に
つ
い
て
﹂
を
発
出

し
た
︒
こ
れ
を
受
け
︑
12
月

23
日
に
全
ト
協
も
都
道
府
県

ト
ラ
ッ
ク
協
会
を
通
じ
て
︑

同
内
容
に
つ
い
て
周
知
徹
底

を
図
っ
て
い
る
︒

　

国
交
省
お
よ
び
全
ト
協
で

は
︑
こ
れ
か
ら
本
格
的
な
降

積
雪
期
を
迎
え
る
中
︑
輸
送

の
安
全
確
保
等
に
遺
漏
の
な

い
よ
う
︑
全
ト
協
会
員
事
業

者
に
対
し
て
別
掲
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
徹
底
を
呼
び
か

け
て
い
る
︒

　

な
お
︑
冬
用
タ
イ
ヤ
未
装

着
等
に
よ
り
事
業
用
自
動
車

が
立
ち
往
生
し
た
場
合
︑
運

送
事
業
者
に
対
す
る
監
査
を

行
い
︑
輸
送
の
安
全
を
確
保

す
る
た
め
の
措
置
が
不
十
分

と
判
断
さ
れ
た
場
合
に
は
︑

行
政
処
分
の
対
象
と
な
る
︒

　

国
交
省
で
は
︑
12
月
か
ら

７
年
２
月
に
か
け
て
︑﹁
対
象

区
間
は
東
京
~
大
阪
間
（
第

１
期
区
間
は
先
行
ル
ー
ト
を

含
む
大
都
市
近
郊
の
特
に
渋

滞
が
発
生
す
る
区
間
）﹂︑﹁
時

速
30
㌔
㍍
程
度
以
上
﹂
な
ど

事
業
概
要
を
仮
定
し
た
上

で
︑
自
動
物
流
道
路
の
社
会

実
装
に
向
け
て
必
要
と
な
る

技
術
に
関
し
て
︑
現
状
の
技

術
や
発
展
の
可
能
性
︑
技
術

開
発
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど

事
案
は
︑
運
行
管
理
者
が
荷

役
作
業
量
を
考
慮
し
た
運
転

者
の
負
担
と
な
ら
な
い
運
行

計
画
の
作
成
・
指
示
を
し
て

い
な
い
こ
と
な
ど
︑
不
適
切

な
運
行
管
理
が
原
因
の
ひ
と

つ
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
︒
同

省
で
は
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事

業
者
に
対
し
て
︑
同
報
告
書

を
運
行
管
理
者
や
運
転
者
へ

の
指
導
教
育
に
活
用
す
る
な

ど
し
︑
よ
り
一
層
の
安
全
運

行
を
確
保
す
る
よ
う
求
め
て

い
る
︒

　

な
お
︑ポ
ス
タ
ー
︵
写
真
︶

は
︑﹁
プ
ロ
も
疲
れ
る
︒疲
れ
︑

の
ア
イ
デ
ア
を
募
集
す
る
マ

ー
ケ
ッ
ト
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
を

実
施
し
︑
結
果
を
公
表
す
る

こ
と
に
し
て
い
る
︒

 

第
16
回
﹁
物
流
関
連
ゼ
ミ

学
生
に
よ
る
研
究
発
表
会
﹂

を
開
催

Ｎ
Ｓ
物
流
研
究
会

　

Ｎ
Ｓ
物
流
研
究
会
（
会
長

:
樋
口
恵
一
川
崎
陸
送
㈱

代
表
取
締
役
）は
12
月
７
日
︑

眠
気
に
目
を
そ
む
け
ず
休
憩

を
︒﹂︑﹁
小
さ
な
休
憩
が
大

き
な
安
全
を
生
む
︒﹂
と
呼

び
掛
け
る
と
と
も
に
︑﹁
作

業
に
見
合
っ
た
休
憩
の
確
保
﹂︑

﹁
休
憩
取
得
の
指
導
﹂︑﹁
運

転
へ
の
集
中
の
指
導
﹂な
ど
︑

ド
ラ
イ
バ
ー
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
を
列
挙

し
て
い
る
︒

　

同
調
査
報
告
書
お
よ
び
ポ

ス
タ
ー
は
︑

二
次
元
コ
ー
ド

か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
可
能
︒

東
京
都
江
東
区
の
東
京
海
洋

大
学
越
中
島
キ
ャ
ン
パ
ス
で
︑

第
16
回
﹁
物
流
関
連
ゼ
ミ
学

生
に
よ
る
研
究
発
表
会
﹂（
オ

ン
ラ
イ
ン
配
信
併
用
）
を
開

催
し
た
︒

　

同
研
究
会
は
︑
平
成
17
・

18
年
度
に
国
土
交
通
省
自
動

車
交
通
局
貨
物
課
が
主
催
し

た
﹁
若
手
ト
ラ
ッ
ク
経
営
者

等
に
よ
る
ト
ラ
ッ
ク
事
業
の

明
る
い
未
来
を
切
り
開
く
方

策
等
を
検
討
す
る
研
究
会
﹂

に
参
画
し
た
メ
ン
バ
ー
が
︑

自
主
的
な
研
究
会
と
し
て
設

立
し
た
組
織
︒

　

今
回
は
︑
昨
年
度
に
引
き

続
き
﹁
物
流
の
２
０
２
４
年

問
題
﹂に
関
連
し
た
内
容
や
︑

人
手
不
足
に
関
連
し
た
内

容
︑
災
害
未
満
の
状
態
時
に

関
す
る
内
容
な
ど
︑
世
相
を

反
映
し
た
発
表
が
繰
り
広
げ

ら
れ
た
︒

　

受
賞
者
は
次
の
通
り
︒

︻
優
勝
︼
神
奈
川
大
学
・
齊

藤
ゼ
ミ
﹁
荷
待
ち
時
間
の
実

態
と
削
減
に
向
け
た
取
組
に

関
す
る
研
究
﹂

︻
準
優
勝
︼
朝
日
大
学
・
土

井
ゼ
ミ
﹁
災
害
未
満
時
の
ト

ラ
ッ
ク
運
送
業
界
に
関
す
る

研
究
﹂

︻
敢
闘
賞
︼
東
京
海
洋
大
学

・
黒
川
ゼ
ミ
﹁
ト
ラ
ッ
ク
ド

ラ
イ
バ
ー
の
作
業
負
担
の
改

善
と
事
故
防
止
に
関
す
る
研

究
﹂

　

な
お
︑
受
賞
者
の
発
表
内

容
は
︑
同
研

究
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
︵
二

次
元
コ
ー
ド
︶

で
視
聴
可
能
︒

労
務
費
上
昇
分
の
価
格

転
嫁
推
進
に
向
け
指
導

を
要
請

橘
内
閣
官
房
副
長
官
が

事
業
所
管
省
庁
に
対
し
指
示

　

政
府
は
12
月
23
日
︑
第
４

回
﹁
労
務
費
の
適
切
な
転
嫁

の
た
め
の
関
係
省
庁
連
絡
会

議
﹂
を
開
催
し
た
︒

　

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業

者
が
賃
上
げ
の
原
資
を
確
保

で
き
る
よ
う
︑
労
務
費
の
転

嫁
を
促
進
し
て
い
く
た
め
︑

内
閣
官
房
と
公
正
取
引
委
員

会
は
令
和
５
年
11
月
29
日
に

﹁
労
務
費
の
適
切
な
転
嫁
の

た
め
の
価
格
交
渉
に
関
す
る

指
針
﹂を
策
定
︑公
表
し
た
︒

同
連
絡
会
議
は
︑
同
指
針
の

実
効
性
を
高
め
て
い
く
観
点

か
ら
︑
国
土
交
通
省
な
ど
の

事
業
所
管
省
庁
に
対
し
て
︑

業
界
団
体
を
通
じ
た
指
針
の

徹
底
を
図
ら
せ
る
た
め
に
実

施
し
て
い
る
︒

　

道
路
貨
物
運
送
業
に
お
け

る
︑
第
３
回
会
議
（
６
月
27

日
開
催
）
で
の
内
閣
官
房
副

長
官
の
指
示
事
項
に
対
す
る

対
応
状
況
で
は
︑
10
月
に
自

主
行
動
計
画
の
取
組
事
業
者

を
対
象
に
︑
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

調
査
の
結
果
を
報
告
︒
同
調

査
で
は
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事

業
者
が
発
注
者
と
な
る
立
場

と
し
て
は
︑
受
注
者
で
あ
る

下
請
事
業
者
と
の
協
議
の
場

を
設
け
た
事
業
者
が
約
９
割

で
︑
こ
の
う
ち
全
て
の
事
業

者
が
︑
下
請
事
業
者
に
支
払

う
運
賃
に
価
格
転
嫁
を
一
部

ま
た
は
概
ね
行
う
こ
と
を
認

め
て
い
る
︒
ま
た
︑
ト
ラ
ッ

ク
運
送
事
業
者
が
受
注
者
と

な
る
立
場
と
し
て
は
︑
発
注

者
で
あ
る
荷
主
が
協
議
に
応

じ
て
く
れ
た
と
す
る
事
業
者

が
８
割
超
に
上
り
︑
こ
の
う

ち
荷
主
か
ら
収
受
す
る
運
賃

に
一
部
ま
た
は
概
ね
反
映
で

き
た
と
す
る
事
業
者
が
８
割

と
な
っ
た
︒
同
調
査
対
象
の

事
業
者
に
お
い
て
は
︑
発
注

者
・
受
注
者
双
方
の
立
場
で

概
ね
遵
守
さ
れ
て
い
る
状
況

で
あ
る
一
方
︑
引
き
続
き
全

て
の
事
業
者
に
お
い
て
遵
守

さ
れ
る
よ
う
価
格
転
嫁
等
に

取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ

る
と
し
た
︒

　

ま
た
︑
課
題
に
対
応
す
る

た
め
の
改
善
策
と
実
施
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
報
告
し
た
︵
別

掲
︶︒

　

併
せ
て
︑
公
取
委
が
﹁
令

和
６
年
度
価
格
転
嫁
円
滑
化

の
取
組
に
関
す
る
特
別
調

査
﹂
の
結
果
を
︑
ま
た
中
小

企
業
庁
が
価
格
交
渉
促
進
月

間
（
２
０
２
４
年
９
月
）
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
調
査
結
果
に
つ
い

て
報
告
し
た
︒

　

報
告
を
受
け
て
︑
橘
慶
一

郎
内
閣
官
房
副
長
官
は
﹁
改

善
に
向
け
て
強
力
に
指
導
し

て
ほ
し
い
﹂
と
︑
事
業
所
管

省
庁
に
対
し
指
示
し
た
︒

　

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
東
日
本
︑
Ｎ

Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
中
日
本
︑
Ｎ
Ｅ
Ｘ

Ｃ
Ｏ
西
日
本
の
高
速
道
路
会

社
３
社
は
12
月
25
日
︑
高
速

道
路
の
深
夜
割
引
見
直
し
に

つ
い
て
︑運
用
開
始
の
時
期
を

﹁
令
和
７
年
７
月
ご
ろ
に
延

期
す
る
﹂
と
発
表
し
た
︒
な

お
︑
具
体
的
な
運
用
開
始
時

期
に
つ
い
て
は
︑﹁
今
後
の
シ

ス
テ
ム
整
備
状
況
を
踏
ま
え

た
上
で
︑
あ
ら
た
め
て
お
知

ら
せ
す
る
﹂
と
し
て
い
る
︒

３
社
は
６
月
12
日
に
﹁
６
年

度
末
ご
ろ
か
ら
運
用
を
開
始

す
る
予
定
﹂
で
あ
る
こ
と
を

発
表
し
て
い
た
が
︑こ
の
度
︑

割
引
適
用
時
間
帯
に
走
行
し

た
分
の
料
金
を
対
象
と
し
て

割
り
引
く
た
め
に
必
要
と
な

る
シ
ス
テ
ム
整
備
に
時
間
を

要
し
て
い
る
こ
と
か
ら
︑
延

期
を
決
定
し

た
も
の
︒
高

速
道
の
深
夜

割
引
に
つ
い

て
は
︑
①
割
引
対
象
時
間
帯

の
走
行
分
の
み
３
割
引
︑
②

割
引
対
象
時
間
帯
を
22
時
か

ら
翌
５
時
に
拡
大
︑
③
見
直

し
に
あ
わ
せ
て
４
０
０
㌔
㍍

超
の
長
距
離
逓
減
制
を
拡
充

︱
︱
な
ど
を
柱
と
す
る
見
直

し
を
公
表
し
て
い
た
︒

12
月
25
日
か
ら

シ
ミ
ュレ
ー
シ
ョ
ン
サ
ー
ビ
ス
開
始

　

な
お
︑﹁
高
速
道
路
の
深

夜
割
引
見
直
し
の
内
容
に
つ

い
て
﹂（
令
和

６
年
７
月
12

日
発
表
）
の

内
容
を
反
映

し
た
︑
見
直
し
後
の
深
夜
割

引
の
概
算
額
を
算
出
で
き
る

機
能
を
︑
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
各
社

の
料
金
・
ル
ー
ト
検
索
サ
イ

ト
に
追
加
し
た
（
12
月
25
日

か
ら
公
開
）︒
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ

ョ
ン
機
能
の
詳
細
に
つ
い
て

は
︑
各
社
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
に

掲
載
さ
れ
て
い
る
︒

﹁
標
準
的
運
賃
Ｑ
＆
Ａ

集
﹂
を
作
成

全
ト
協
Ｈ
Ｐ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能

　

国
土
交
通
省
で
は
こ
の
ほ

ど
︑﹁
標
準
的
運
賃
Ｑ
＆
Ａ

集
﹂︵
写
真
︶
を
作
成
し
た
︒

　

こ
れ
は
︑
令
和
６
年
３
月

に
告
示
さ
れ
た
︑
運
賃
水
準

の
引
上
げ
︑
荷
待
ち
・
荷
役

な
ど
の
輸
送
以
外
の
サ
ー
ビ

ス
の
対
価
に
関
す
る
標
準
的

水
準
︑
下
請
運
送
事
業
者
に

発
注
す
る
際
の
手
数
料
な
ど

の
多
様
な
運
賃
・
料
金
を
設

定
し
た
新
た
な
﹁
標
準
的
運

賃
﹂
に
つ
い
て
︑
運
送
事
業

者
の
疑
問
に
答
え
る
た
め
に

作
成
し
た
も
の
︒
標
準
的
運

賃
の
﹁
全
般
﹂
に
関
す
る
疑

問
を
は
じ
め
︑﹁
運
賃
﹂︑﹁
料

金
﹂︑﹁
そ
の
他
実
費
﹂
に
つ

い
て
の
疑
問
へ
の
回
答
を
掲

載
し
て
お
り
︑
荷
主
と
の
交

渉
に
標
準
的
運
賃
を
活
用
す

る
際
に
役
立
つ
内
容
と
な
っ

て
い
る
︒

　

同
Ｑ
＆
Ａ
集
は
︑
全
日
本

ト
ラ
ッ
ク
協

会
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
︵
二
次

元
コ
ー
ド
︶

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能
︒

 
年
末
年
始
の
港
湾
荷
役
が

見
送
り
に

全
ト
協
会
員
事
業
者
に
対
し
て
国

民
生
活
へ
の
影
響
最
小
化
を
要
請

　

国
土
交
通
省
は
12
月
12

日
︑
物
流
・
自
動
車
局
長
名

で
︑
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会

に
対
し
︑
通
知
﹁
年
末
年
始

に
港
湾
荷
役
が
実
施
さ
れ
な

い
こ
と
に
伴
う
対
応
に
つ
い

て
﹂
を
発
出
し
た
︒

　

年
末
年
始
の
港
湾
荷
役

は
︑
毎
年
︑
港
湾
ユ
ー
ザ
ー

か
ら
の
荷
役
実
施
の
要
望
を

受
け
︑
港
湾
運
送
の
使
用
者

団
体
で
あ
る
（
一
社
）
日
本

港
運
協
会
︑
港
湾
運
送
の
労

働
組
合
で
あ
る
全
国
港
湾
労

働
組
合
連
合
会
お
よ
び
全
日

本
港
湾
運
輸
労
働
組
合
同
盟

の
間
で
協
議
を
行
い
︑
荷
役

の
実
施
等
を
決
め
て
い
る
︒

今
年
度
に
つ
い
て
も
労
使
協

議
が
進
め
ら
れ
て
き
た
が
︑

協
議
が
整
わ
な
か
っ
た
結

果
︑
年
末
年
始
（
12
月
31
日

~
７
年
１
月
４
日
）
の
港
湾

荷
役
が
実
施
さ
れ
な
い
こ
と

と
な
っ
た
︒

　

今
回
の
事
態
が
物
流
に
影

響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
懸
念
さ

れ
る
こ
と
か
ら
︑
国
交
省
で

は
全
ト
協
会
員
事
業
者
に
対

し
て
︑
物
流
の
混
乱
を
防
止

し
︑
国
民
生
活
に
対
す
る
影

響
が
極
力
小
さ
く
な
る
よ
う

配
慮
す
る
こ
と
を
呼
び
か
け

て
い
る
︒

 
﹁
利
用
者
目
線
で
の
施
設

整
備
を
﹂
馬
渡
副
会
長
求

め
る

「
物
流
拠
点
の
今
後
の
あ
り
方

に
関
す
る
検
討
会
」

　

国
土
交
通
省
は
12
月
10

日
︑
第
２
回
﹁
物
流
拠
点
の

今
後
の
あ
り
方
に
関
す
る
検

討
会
﹂（
座
長
:
大
島
弘
明

流
通
経
済
大
学
流
通
情
報
学

部
教
授
）
を
開
催
︒
全
日
本

ト
ラ
ッ
ク
協
会
か
ら
は
馬
渡

雅
敏
副
会
長
が
出
席
し
た
︒

　

今
回
は
︑（
一
社
）
日
本

﹁
令
和
７
年
就
労
条
件

総
合
調
査
﹂
へ
の
協
力

呼
び
か
け

12
月
〜
１
月
に
実
施

　

厚
生
労
働
省
で
は
︑﹁
令

和
７
年
就
労
条
件
総
合
調

査
﹂
を
７
年
１
月
31
日
ま
で

実
施
し
て
お
り
︑
対
象
企
業

に
回
答
へ
の
協
力
を
呼
び
か

け
て
い
る
︒

　

同
調
査
は
︑
企
業
に
お
け

る
就
労
条
件
の
現
状
を
把
握

す
る
こ
と
を
目
的
に
︑
常
用

労
働
者
が
30
人
以
上
の
民
営

企
業
か
ら
無
作
為
に
抽
出
し

た
６
４
０
０
社
を
対
象
に
実

施
さ
れ
︑
調
査
結
果
は
労
働

施
策
の
立
案
・
評
価
の
基
礎

資
料
等
に
活
用
さ
れ
る
︒

　

対
象
企
業
は
︑
郵
送
ま
た

は
オ
ン
ラ
イ
ン
報
告
方
式
に

よ
り
調
査
票
の
回
答
が
可

能
︒
調
査
の
詳
細
や
オ
ン
ラ

イ
ン
回
答
ペ
ー
ジ
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ

は
︑
厚
労
省

ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
︵
二
次
元

コ
ー
ド
︶
を

参
照
︒

物
流
分
野
に
お
け
る
下

請
法
適
用
対
象
取
引

拡
大
な
ど
盛
り
込
む

下
請
法
改
正
へ
報
告
書
案

取
り
ま
と
め

　

公
正
取
引
委
員
会
と
中
小

企
業
庁
が
設
置
し
た
﹁
企
業

取
引
研
究
会
﹂（
座
長
:
神

田
秀
樹
東
京
大
学
名
誉
教

授
）
は
︑
12
月
17
日
に
開
催

し
た
第
６
回
研
究
会
に
お
い

て
︑
下
請
代
金
支
払
遅
延
等

防
止
法
（
下
請
法
）
改
正
に

向
け
た
報
告
書
（
案
）
を
取

り
ま
と
め
た
︒

　

同
研
究
会
で
は
︑
今
年
７

月
以
降
︑価
格
転
嫁
の
状
況
︑

主
要
な
関
係
業
界
団
体
か
ら

の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
通
じ
て
把

握
し
た
取
引
の
実
態
や
要
望

等
も
踏
ま
え
つ
つ
︑
経
済
環

境
の
変
化
に
即
応
し
た
優
越

的
地
位
の
濫
用
規
制
の
在
り

方
に
つ
い
て
︑
下
請
法
を
中

心
に
検
討
を
進
め
て
き
た
︒

　

同
報
告
書
で
は
︑
適
切
な

価
格
転
嫁
の
環
境
整
備
に
関

し
て
︑発
注
者（
親
事
業
者
）

が
受
注
者
（
下
請
事
業
者
）

か
ら
の
価
格
協
議
の
申
し
出

に
応
じ
な
か
っ
た
り
︑
親
事

業
者
が
必
要
な
説
明
を
行
わ

な
か
っ
た
り
す
る
な
ど
︑
一

方
的
に
下
請
代
金
を
決
定
し

て
︑
下
請
事
業
者
の
利
益
を

不
当
に
害
す
る
行
為
を
規
制

す
る
必
要
が
あ
る
と
指
摘
し

た
︒

　

ま
た
︑
物
流
に
関
す
る
商

慣
習
の
問
題
に
関
し
て
は
︑

発
荷
主
が
運
送
事
業
者
に
対

し
て
物
品
の
運
送
を
委
託
す

る
取
引
の
類
型
を
新
た
に
下

請
法
の
対
象
取
引
と
し
て
い

く
こ
と
と
す
べ
き
と
し
た
︒

さ
ら
に
︑
着
荷
主
と
運
送
事

業
者
間
の
よ
う
に
直
接
の
取

引
関
係
に
な
い
事
業
者
間
に

つ
い
て
も
︑
関
係
省
庁
と
の

制
度
と
の
連
携
を
含
め
て
︑

公
取
委
︑
中
企
庁
︑
事
業
所

管
省
庁
が
様
々
な
可
能
性
を

追
求
し
て
い
く
こ
と
が
求
め

ら
れ
る
と
し
た
︒

　

公
取
委
な
ど
は
今
後
︑
下

請
法
改
正
法
案
を
早
期
に
国

会
に
提
出
す
る
こ
と
を
目
指

し
て
い
る
︒

道
路
貨
物
運
送
業
で
は

取
引
価
格
が
引
き
上
げ

ら
れ
た
割
合
が
低
く

価
格
転
嫁
円
滑
化
の
取
組
に

関
す
る
特
別
調
査

　

公
正
取
引
委
員
会
は
12
月

16
日
︑﹁
令
和
６
年
度
価
格

転
嫁
円
滑
化
の
取
組
に
関
す

る
特
別
調
査
﹂
の
結
果
を
公

表
し
た
︒

　

公
取
委
で
は
︑﹁
労
務
費

転
嫁
交
渉
指
針
﹂
に
基
づ
く

発
注
者
・
受
注
者
の
行
動
を

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
す
る
こ
と
に

よ
り
︑
労
務
費
の
転
嫁
円
滑

化
の
進
捗
状
況
を
把
握
す
る

と
と
も
に
︑﹁
独
占
禁
止
法

Ｑ
＆
Ａ
﹂
に
該
当
す
る
行
為

が
疑
わ
れ
る
事
案
に
関
す
る

実
態
等
を
把
握
す
る
た
め
︑

同
調
査
を
実
施
し
た
︒

　

こ
れ
に
よ
る
と
︑
道
路
貨

物
運
送
業
に
お
け
る
﹁
労
務

費
転
嫁
交
渉
指
針
﹂
の
業
種

別
認
知
度
は
52
・
７
％
だ
っ

た
︒
ま
た
︑
労
務
費
の
上
昇

を
理
由
と
し
て
取
引
価
格
の

引
上
げ
が
行
わ
れ
た
割
合
を

み
る
と
︑
道
路
貨
物
運
送
業

で
は
︑
同
指
針
を
﹁
知
ら
な

か
っ
た
者
﹂（
46
・
２
％
）
に

比
べ
︑﹁
知
っ
て
い
た
者
﹂
で

は
65
・
４
％
と
高
か
っ
た
︒

　

各
業
種
や
業
態
別
の
サ
プ

ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
に
お
け
る
コ
ス

ト
全
般
の
価
格
転
嫁
等
の
状

況
で
は
︑受
注
者
の
立
場
で
︑

﹁
全
て
﹂
ま
た
は
﹁
多
く
（
７

割
~
９
割
程
度
）
の
商
品
・

サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
価
格
転

嫁
を
要
請
し
た
﹂
と
回
答
し

た
割
合
は
︑
道
路
貨
物
運
送

業
で
は
62
・
３
％
と
︑
全
業

種
の
53
・
６
％
に
比
べ
て
高

か
っ
た
も
の
の
︑﹁
取
引
価
格

が
引
き
上
げ
ら
れ
た
﹂
と
回

答
し
た
割
合
で
は
︑
道
路
貨

物
運
送
業
は
68
・
５
％
と
︑

全
業
種
（
80
・
７
％
）
に
比

べ
て
低
か
っ
た
︒

　

公
取
委
で
は
︑
同
調
査
結

果
を
踏
ま
え
︑
同
指
針
お
よ

び
﹁
独
占
禁
止
法
Ｑ
＆
Ａ
﹂

の
普
及
・
啓
発
な
ど
の
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
く
と
し
て
い

る
︒

国
交
大
臣
表
彰
・

経
産
大
臣
表
彰
受

賞
者
を
決
定

「
物
流
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

優
良
事
業
者
表
彰
」

　

国
土
交
通
省
と
経
済
産
業

省
は
12
月
６
日
︑
令
和
６
年

度
﹁
物
流
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
優
良
事
業
者
表
彰
﹂
受
賞

者
を
発
表
し
た
︒

　

国
交
省
お
よ
び
経
産
省
で

は
︑
物
流
分
野
に
お
け
る
環

境
負
荷
の
低
減
︑
物
流
の
生

産
性
向
上
等
持
続
可
能
な
物

流
体
系
の
構
築
に
向
け
た
荷

主
企
業
・
物
流
事
業
者
の
連

携
に
よ
る
取
り
組
み
を
普
及

促
進
す
る
た
め
︑
平
成
18
年

度
よ
り
特
に
顕
著
な
功
績
が

あ
っ
た
事
業
者
に
対
し
て
表

彰
を
行
っ
て
い
る
︒

　

最
高
賞
と
な
る
大
臣
賞
の

受
賞
者
は
︑
次
の
通
り
︒

︻
国
土
交
通
大
臣
表
彰
︼

﹁
輸
送
モ
ジ
ュ
ー
ル
の
標
準

化
及
び
検
品
レ
ス
納
品
等
に

よ
る
物
流
の
効
率
化
﹂（
鈴

与
㈱
他
10
社
）

︻
経
済
産
業
大
臣
表
彰
︼

﹁
食
品
・
飲
料
業
界
初
の
中

距
離
帯
で
の
大
規
模
貨
物
鉄

道
輸
送
へ
の
挑
戦
﹂（
ネ
ス
レ

日
本
㈱
他
３
社
）　

経 産 省
公 取 委

公 取 委

降積雪期における輸送の安全確保の徹底
 【バス、タクシー、トラック等共通】

⑴	気象情報（大雪や雪崩、暴風雪等に関する警報・注意報を含む。）や道路における降雪状況
等を適時に把握し、以下の対策を講ずることにより、輸送の安全確保に万全を期すこと。
①	災害発生時の社内における連絡体制を改めて確認すること。
②	気象予報や路面の状況、降雪状況等を勘案しつつ、冬用タイヤの装着、チェーンの携行
及び早めの装着を徹底すること。
③	冬用タイヤの溝の深さがタイヤ製作者の推奨する使用限度を超えていないことを日常点
検時に確認すること。
④	点呼時等において、運行経路の道路情報や、気象情報に基づき、乗務員に適切な指示を
行うこと。
⑤	積雪・凍結時における要注意箇所の把握に努めること。
⑥	気象状況が急変し、安全運行が確保できないおそれがある場合は、運行の中止等の指示
を行うとともに、バスの運休、タクシーの配車の休止、宅配便の集配荷の休止など、サ
ービスの停止に係る情報については、ホームページ等を通じて利用者に分かりやすく情
報提供すること。
⑦	乗務員に対して、スリップの要因となる急発進、急加速、急制動、急ハンドルを行わな
いよう指導するとともに、道路状況、気象状況に応じた安全速度の遵守、車間距離の確
保について指導を徹底すること。

⑵	大型車の車両脱輪事故を防止するため、スタッドレスタイヤへの交換時等に、ホイール・
ボルトの誤組防止、ワッシャ付きホイール・ナットの点検、清掃や各部位への潤滑剤の塗布、
締付トルクの管理、タイヤ脱着作業後の増し締め等を確実に行うこと。

価格転嫁推進への改善策とその実施スケジュール

▽今年３月に引き上げた標準的運賃の活用拡大を目指し、その周知・
徹底を図るほか、荷主・物流事業者への契約内容の明確化等の規制
的措置を導入する改正物流法の来年４月からの施行や、多重下請構
造の是正に向けた実態調査を踏まえた検討を進めるなど、関係者が
一体となってドライバーの賃上げの原資となる適正運賃を収受でき
る環境整備を進める。

▽運送事業者からの交渉に応じず、運賃・料金を不当に据え置く等の
適正な取引を阻害する行為をしている疑いのある荷主・元請事業者
等に対して、令和６年 11月に体制を拡充したトラック・物流Gメ
ンによる情報収集や是正指導の強化等、労務費等の上昇分について
運賃に適切に転嫁できるよう関係省庁が連携して取り組む。

▽令和６年 10月に実施したフォローアップ調査結果も踏まえ、業界
団体としてトラック運送事業者が価格交渉や価格転嫁を行いやすい
環境整備を進めるため、今後も周知を行っていくとともに、都道府
県トラック協会を通じて、トラック運送事業者における価格転嫁に
向けた価格交渉をサポートする運賃交渉相談会を年内までに 11協
会で 17回開催した。

NS物流研究発表会（12月7日、東京海洋大学）

令
和
７
年
７
月
ご
ろ
に
延
期

高
速
道
路
の
深
夜
割
引
見
直
し
時
期
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１
月 
１
日 

▽ 

﹁
令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
﹂
発
生
を
受
け
︑﹁
令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
対
策
本
部
﹂
を
設
置
︒
国
が
行
う
プ
ッ
シ
ュ
型

緊
急
物
資
輸
送
に
対
応
し
︑
指
定
公
共
機
関
の
大
手
運
送
事
業
者
等
７
社
と
連
携
し
て
緊
急
物
資
輸
送
体
制
を
構
築
（
写

真
①
②
）︒
な
お
︑
17
日
か
ら
は
激
甚
災
害
融
資
の
公
募
を
開
始

 

23
日 

▽ 
﹁
令
和
６
年
新
年
賀
詞
交
歓
会
﹂
を
開
催
（
写
真
③
）

 

29
日 

▽ 

全
日
本
建
設
交
運
一
般
労
働
組
合
中
央
運
輸
労
使
協
議
会
か
ら
の
要
請
に
対
応

２
月 

16
日 

▽ 

坂
本
克
己
会
長
が
政
府
主
催
﹁
物
流
革
新
・
賃
上
げ
に
関
す
る
意
見
交
換
会
﹂
に
出
席
し
︑
物
流
革
新
と
ド
ラ
イ
バ
ー
の

賃
上
げ
の
重
要
性
を
強
調

 
 

▽ 

令
和
５
年
度
青
年
部
会
全
国
大
会
を
開
催

 

29
日 

▽ 

タ
ン
ク
ト
ラ
ッ
ク
・
高
圧
ガ
ス
部
会
（
堀
田
正
二
部
会
長
）︑
全
国
石
油
商
業
組
合
連
合
会
に
対
し
﹁
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー

荷
卸
し
時
に
お
け
る
相
互
立
会
い
完
全
実
施
の
徹
底
﹂
に
つ
い
て
要
請

３
月 

６
日 

▽ 

タ
ン
ク
ト
ラ
ッ
ク
・
高
圧
ガ
ス
部
会
︑
石
油
連
盟
に
対
し
﹁
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
荷
卸
し
時
に
お
け
る
相
互
立
会
い
完
全
実

施
の
徹
底
﹂
に
つ
い
て
要
請

 

７
日 

▽ 

第
２
０
４
回
理
事
会
・
第
18
回
全
国
貨
物
自
動
車
運
送
適
正
化
事
業
実
施
機
関
本
部
長
会
議
を
開
催

 
 

▽ 

﹁
令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
﹂
に
よ
り
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
石
川
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
（
久
安
常
信
会
長
）
に
対
し
﹁
災

害
見
舞
金
﹂
を
贈
呈
（
写
真
④
）

 
 

▽ 

﹁
多
重
下
請
構
造
の
あ
り
方
に
関
す
る
提
言
﹂
を
公
表

４
月 

３
日 

▽ 

坂
本
克
己
会
長
を
は
じ
め
と
す
る
全
ト
協
正
副
会
長
が
︑自
由
民
主
党
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
振
興
議
員
連
盟（
加
藤
勝
信
会
長
）

総
会
に
出
席

 

16
日 

▽ 

交
通
対
策
委
員
会
（
工
藤
修
二
委
員
長
・
当
時
）︑﹁
大
型
車
の
車
輪
脱
落
事
故
要
因
に
関
す
る
Ｗ
Ｅ
Ｂ
説
明
会
﹂
を
開
催

５
月 

13
日 

▽ 

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
政
府
職
員
（
道
路
技
術
者
）
６
人
が
来
協
（
写
真
⑥
）

 

14
日 

▽ 

坂
本
克
己
会
長
が
︑
全
国
道
路
利
用
者
会
議
（
古
賀
誠
会
長
）
の
第
76
回
定
時
総
会
に
出
席

 
 

▽ 

﹁
物
流
の
２
０
２
４
年
問
題
﹂
に
対
す
る
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
の
取
り
組
み
を
説
明
す
る
た
め
︑
坂
本
克
己
会
長
が
自
民

党
﹁
物
流
調
査
会
﹂（
会
長
:
今
村
雅
弘
衆
議
院
議
員
・
当
時
）
に
出
席

 

20
日 

▽ 

タ
イ
運
輸
省
職
員
10
人
が
来
協

 

29
日 

▽ 

青
年
部
会
（
金
井
健
蔵
部
会
長
・
当
時
）︑
専
修
大
学
北
上
高
等
学
校
（
岩
手
県
北
上
市
・
阿
部
伸
校
長
）
で
整
備
実
習

用
ト
ラ
ッ
ク
寄
贈
式
を
開
催

６
月 

６
日 

▽ 

第
２
０
５
回
理
事
会
を
開
催

 
 

▽ 

国
会
議
員
お
よ
び
ト
ラ
ッ
ク
関
係
省
庁
の
代
表
と
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
が
情
報
交
換
を
す
る
た
め
﹁
政
・
官
・
業
・
情

報
交
換
会
﹂
を
開
催
（
写
真
⑦
）︒
工
藤
修
二
交
通
対
策
委
員
長
（
当
時
）
が
重
大
事
故
発
生
を
受
け
﹁
事
故
防
止
宣
言
﹂

を
発
令

 

10
日 

▽ 

中
国
交
通
運
輸
部
の
職
員
６
人
が
来
協

 

27
日 

▽ 

第
１
０
１
回
通
常
総
会
（
写
真
⑧
）・
第
２
０
６
回
理
事
会
を
開
催

 

28
日 

▽ 

国
交
省
・
防
衛
省
と
﹁
自
動
車
運
送
業
等
お
よ
び
自
衛
隊
に
お
け
る
人
材
確
保
の
取
組
に
係
る
申
合
せ
﹂
を
締
結

１
月 

２
日 

▽ 

政
府
︑﹁
令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
﹂
の
発
生
を
受
け
︑
国
土
交
通
省
を
通
じ
︑
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
・
指
定
公

共
機
関
（
大
手
運
送
事
業
者
等
７
社
）
に
対
し
︑
プ
ッ
シ
ュ
型
で
の
緊
急
物
資
輸
送
を
指
示

 

10
日 

▽ 

斉
藤
鉄
夫
国
土
交
通
大
臣
（
当
時
）︑
一
般
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
に
係
る
﹁
標
準
的
な
運
賃
﹂
の
告
示
に
つ
い
て

運
輸
審
議
会
（
堀
川
義
弘
会
長
）
に
諮
問

 

26
日 

▽ 

国
交
省
︑
ト
ラ
ッ
ク
Ｇ
メ
ン
に
よ
る
﹁
集
中
監
視
月
間
﹂（
令
和
５
年
11
月
・
12
月
）
の
取
り
組
み
結
果
を
公
表
︒

貨
物
自
動
車
運
送
事
業
法
に
基
づ
く
初
の
﹁
勧
告
﹂
を
実
施

２
月 

１
日 

▽ 

厚
労
省
︑
テ
ー
ル
ゲ
ー
ト
リ
フ
タ
ー
を
使
用
し
て
荷
を
積
み
卸
す
作
業
へ
の
特
別
教
育
を
義
務
化

 

６
日 

▽ 

国
交
省
︑
第
５
回
﹁
国
土
交
通
省
物
流
政
策
推
進
本
部
会
合
﹂
を
開
催

 

７
日 

▽ 

国
交
省
︑
令
和
５
年
度
第
２
回
﹁
事
業
用
自
動
車
健
康
起
因
事
故
対
策
協
議
会
﹂（
座
長
:
酒
井
一
博
︹
公
財
︺
大

原
記
念
労
働
科
学
研
究
所
主
管
研
究
員
）
を
開
催

 

13
日 

▽ 

国
交
省
︑﹁
一
般
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
に
係
る
標
準
的
な
運
賃
の
告
示
に
関
す
る
公
聴
会
﹂
を
開
催

 
 

▽ 

国
交
省
︑﹁
流
通
業
務
の
総
合
化
及
び
効
率
化
の
促
進
に
関
す
る
法
律
及
び
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
法
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
案
﹂
の
閣
議
決
定
を
発
表

 

16
日 

▽ 

政
府
︑﹁
物
流
革
新
・
賃
上
げ
に
関
す
る
意
見
交
換
会
﹂
を
開
催

 

21
日 

▽ 

国
交
省
︑
第
１
回
﹁
自
動
物
流
道
路
に
関
す
る
検
討
会
﹂（
委
員
長
:
羽
藤
英
二
東
京
大
学
大
学
院
工
学
系
研
究
科

教
授
）
を
開
催

 

28
日 

▽ 

国
交
省
︑
第
１
回
﹁
物
流
革
新
に
向
け
た
デ
ジ
タ
ル
式
運
行
記
録
計
の
普
及
促
進
に
関
す
る
検
討
会
﹂（
座
長
:
永

井
正
夫
東
京
農
工
大
学
ス
マ
ー
ト
モ
ビ
リ
テ
ィ
研
究
拠
点
・
研
究
顧
問　

名
誉
教
授　

工
学
博
士
）
を
開
催　

 

29
日 

▽ 

国
交
省
︑﹁
一
般
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
に
係
る
標
準
的
な
運
賃
の
告
示
事
案
﹂
に
つ
い
て
︑
標
準
的
な
運
賃
と
し

て
定
め
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
旨
︑
運
輸
審
議
会
が
国
交
大
臣
に
対
し
て
答
申
し
た
と
発
表　

３
月 

22
日 

▽ 

国
交
省
︑
標
準
貨
物
自
動
車
運
送
約
款
等
を
改
正

 
 

▽ 

国
交
省
︑
新
た
な
﹁
標
準
的
な
運
賃
﹂
を
告
示

 
 

▽ 

国
交
省
︑
令
和
５
年
度
第
３
回
﹁
運
行
管
理
高
度
化
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
﹂（
座
長
:
加
藤
博
和
名
古
屋
大
学
大

学
院
環
境
学
研
究
科
教
授
）
を
開
催

 

28
日 

▽ 

国
交
省
︑
第
２
回
﹁
自
動
物
流
道
路
に
関
す
る
検
討
会
﹂
を
開
催

 

29
日 

▽ 

国
交
省
︑﹁
旅
客
自
動
車
運
送
事
業
運
輸
規
則
に
基
づ
く
運
行
の
管
理
に
関
す
る
講
習
の
認
定
に
関
す
る
実
施
要
領

及
び
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
輸
送
安
全
規
則
に
基
づ
く
運
行
の
管
理
に
関
す
る
講
習
の
認
定
に
関
す
る
実
施
要
領

の
一
部
を
改
正
す
る
告
示
﹂
を
公
布
・
施
行　

 
 

▽ 

政
府
︑
特
定
技
能
の
在
留
資
格
に
係
る
制
度
の
運
用
に
関
す
る
基
本
方
針
等
を
変
更
し
︑
特
定
技
能
制
度
の
対
象

分
野
に
﹁
自
動
車
運
送
業
﹂
を
追
加
す
る
こ
と
を
閣
議
決
定

４
月 

１
日 

▽ 

大
型
貨
物
自
動
車
お
よ
び
車
両
総
重
量
８
㌧
以
上
の
中
型
貨
物
自
動
車
（
大
型
貨
物
自
動
車
等
）
の
高
速
道
路
に

お
け
る
最
高
速
度
を
時
速
80
㌔
㍍
か
ら
90
㌔
㍍
に
引
上
げ
る
改
正
道
路
交
通
法
を
施
行

 
 

▽ 

﹁
自
動
車
運
転
者
の
労
働
時
間
等
の
改
善
の
た
め
の
基
準
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示
﹂の
適
用
お
よ
び
そ
れ
に
伴
い
︑

﹁
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
輸
送
安
全
規
則
の
解
釈
及
び
運
用
に
つ
い
て
﹂
を
一
部
改
正
し
施
行

 
 

▽ 

高
速
道
路
の
料
金
水
準
に
つ
い
て
﹁
３
つ
の
料
金
水
準
﹂
を
継
承
（
令
和
16
年
３
月
31
日
ま
で
）

 

19
日 

▽ 

法
務
省
・
警
察
庁
・
外
務
省
・
厚
生
労
働
省
・
国
交
省
︑﹁
自
動
車
運
送
業
分
野
に
お
け
る
特
定
技
能
の
在
留
資
格

に
係
る
制
度
の
運
用
に
関
す
る
方
針
﹂
に
係
る
運
用
要
領
を
取
り
ま
と
め　

 

26
日 

▽ 

﹁
流
通
業
務
の
総
合
化
及
び
効
率
化
の
促
進
に
関
す
る
法
律
及
び
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
案
﹂
が
成
立
（
写
真
⑤
）　

５
月 

14
日 

▽ 

国
交
省
︑
第
３
回
﹁
自
動
物
流
道
路
に
関
す
る
検
討
会
﹂
を
開
催

 

24
日 

▽ 

政
府
︑﹁
流
通
業
務
の
総
合
化
及
び
効
率
化
の
促
進
に
関
す
る
法
律
及
び
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
法
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
の
一
部
の
施
行
期
日
を
定
め
る
政
令
﹂
を
閣
議
決
定

 

31
日 

▽ 

農
林
水
産
省
︑
第
２
回
﹁
農
林
水
産
品
・
食
品
の
物
流
に
関
す
る
官
民
合
同
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
（
Ｔ
Ｆ
）﹂（
Ｔ
Ｆ

長
:
宮
浦
浩
司
農
水
省
大
臣
官
房
総
括
審
議
官
︹
新
事
業
・
食
品
産
業
︺）
を
開
催

６
月 

１
日 

▽ 

国
交
省
︑
改
正
標
準
貨
物
自
動
車
運
送
約
款
等
を
施
行

 
 

▽ 

阪
神
高
速
道
路
㈱
・
西
日
本
高
速
道
路
㈱
︑
近
畿
圏
の
新
た
な
高
速
道
路
料
金
を
導
入

 
 

▽ 

国
交
省
︑
業
務
前
自
動
点
呼
の
先
行
実
施
要
領
に
基
づ
き
︑
業
務
前
自
動
点
呼
に
係
る
先
行
実
施
事
業
を
開
始

 

21
日 

▽ 

政
府
︑﹁
経
済
財
政
運
営
と
改
革
の
基
本
方
針
２
０
２
４
〜
賃
上
げ
と
投
資
が
け
ん
引
す
る
成
長
型
経
済
の
実
現
〜
﹂

（
骨
太
方
針
２
０
２
４
）
を
閣
議
決
定　

 
 

▽ 

国
交
省
︑
第
５
回
﹁
紙
加
工
品
（
衛
生
用
品
分
野
）
物
流
研
究
会
﹂（
座
長
:
矢
野
裕
児
流
通
経
済
大
学
教
授
）
を

開
催

 
 

▽ 
国
交
省
︑
第
４
回
﹁
自
動
物
流
道
路
に
関
す
る
検
討
会
﹂
を
開
催

 

28
日 

▽ 

国
交
省
・
経
済
産
業
省
・
農
水
省
︑
交
通
政
策
審
議
会
交
通
体
系
分
科
会
物
流
部
会
・
産
業
構
造
審
議
会
商
務
流

通
情
報
分
科
会
流
通
小
委
員
会
・
食
料
・
農
業
・
農
村
政
策
審
議
会
食
料
産
業
部
会
物
流
小
委
員
会
第
１
回
合
同

会
議
（
座
長
:
根
本
敏
則
敬
愛
大
学
特
任
教
授
）
を
開
催　

 
 

▽ 

国
交
省
︑﹁
官
民
物
流
標
準
化
懇
談
会
パ
レ
ッ
ト
標
準
化
推
進
分
科
会
﹂
の
最
終
と
り
ま
と
め
を
公
表

運
輸
関
係
行
政
等
の
主
な
動
向

①④

⑤⑥

②

③⑦

このこの１１年年 （肩書は当時）

回
顧

（202４年）（202４年）

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
の
主
な
活
動

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
の
主
な
活
動

⑧
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７
月 

６
日 

▽ 

星
野
良
三
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
名
誉
会
長
が
逝
去

 

11
日 

▽ 

第
２
２
５
回
常
任
理
事
会
・
第
２
０
７
回
理
事
会
合
同
会
議
︑
政
経
懇
談
会
を
開
催

８
月 
21
日 

▽ 

国
交
省
に
対
し
﹁
道
路
情
報
の
電
子
化
に
関
す
る
要
望
書
﹂
を
提
出

 

28
日 
▽ 
広
報
活
動
の
多
様
化
を
図
る
た
め
全
ト
協
公
式
Ｓ
Ｎ
Ｓ
（
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
︑
Ｘ
）
を
開
設

９
月 

11
日 

▽ 

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
か
ら
の
最
重
要
要
望
事
項
を
提
出
す
る
と
と
も
に
︑﹁
物
流
の
２
０
２
４
年
問
題
﹂
に
対
す
る
取
組

を
説
明
す
る
た
め
﹁
公
明
党
ト
ラ
ッ
ク
議
員
懇
話
会
﹂（
当
時
・
北
側
一
雄
会
長
︑
現
在
・
赤
羽
一
嘉
会
長
）
に
坂
本
克

己
会
長
を
は
じ
め
全
ト
協
正
副
会
長
が
出
席

 

13
日 

▽ 

﹁
全
国
道
路
利
用
者
会
議
﹂
理
事
会
に
坂
本
克
己
会
長
が
出
席
し
決
議
文
を
力
強
く
発
表

 
 

▽ 

﹁
物
流
の
２
０
２
４
年
問
題
﹂
を
テ
ー
マ
に
岸
田
文
雄
内
閣
総
理
大
臣
（
当
時
）
と
坂
本
克
己
会
長
お
よ
び
盛
山
正
仁
文

部
科
学
大
臣
（
当
時
）︑
山
崎
薫
専
務
理
事
︑
松
崎
宏
則
専
務
理
事
が
面
談
（
写
真
⑩
）

 
 

▽ 

女
性
部
会
（
原
玲
子
部
会
長
）︑
令
和
６
年
度
﹁
全
国
研
修
会
﹂
を
開
催

 
 

▽ 

国
交
省
お
よ
び
警
察
庁
に
対
し
﹁
高
さ
指
定
道
路
の
指
定
に
関
す
る
要
望
書
﹂
を
提
出

 
 

▽ 

国
交
省
に
対
し
﹁
重
さ
指
定
道
路
の
指
定
に
関
す
る
要
望
書
﹂
を
提
出

 

18
日 

▽ 

﹁
全
国
ト
ラ
ッ
ク
協
会
長
会
議
﹂
を
開
催

10
月 

２
日 

▽ 

第
21
回
﹁
ト
ラ
ッ
ク
の
森
﹂
植
樹
式
を
熊
本
市
の
雁
回
公
園
で
開
催
（
写
真
⑪
）

 

３
日 

▽ 

第
29
回
﹁
全
国
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
大
会
﹂
を
熊
本
市
の
熊
本
城
ホ
ー
ル
で
開
催
（
写
真
⑫
）

 

10
日 

▽ 

﹁
全
国
道
路
利
用
者
会
議
﹂
で
第
74
回
全
国
大
会
に
坂
本
克
己
会
長
が
出
席

 

26
日 

▽ 

第
56
回
﹁
全
国
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
・
コ
ン
テ
ス
ト
﹂
を
開
催
（
〜
27
日
）︒
28
日
に
は
表
彰
式
を
開
催
し
︑
４
㌧
部

門
・
宮
城
県
代
表
の
中
根
誉
士
さ
ん
（
日
本
通
運
㈱
仙
台
支
店
国
内
航
空
貨
物
部
仙
台
航
空
事
業
所
カ
ス
タ
マ
ー
サ
ー
ビ

ス
課
）
が
内
閣
総
理
大
臣
賞
を
受
賞
（
写
真
⑭
）

11
月 

14
日 

▽ 

﹁
適
正
取
引
委
員
会
﹂（
平
島
竜
二
委
員
長
）
が
初
会
合

 

19
日 

▽ 

坂
本
克
己
会
長
が
赤
澤
亮
正
経
済
再
生
担
当
大
臣
に
対
し
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
の
要
望
事
項
を
説
明

 

20
日 

▽ 

坂
本
克
己
会
長
が
加
藤
勝
信
財
務
大
臣
に
対
し
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
の
要
望
事
項
を
説
明
（
写
真
⑮
）

 
 

▽ 

水
野
功
副
会
長
が
自
民
党
団
体
総
局
運
輸
・
交
通
関
係
団
体
委
員
会
・
国
土
交
通
部
会
﹁
予
算
・
税
制
等
に
関
す
る
政
策

懇
談
会
﹂
で
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
の
要
望
事
項
を
説
明

 

27
日 

▽ 

ダ
ン
プ
ト
ラ
ッ
ク
部
会
（
岡
田
安
正
部
会
長
）︑
建
設
関
係
団
体
等
に
対
し
﹁
標
準
的
運
賃
﹂
の
収
受
に
向
け
た
支
援
を

要
請
（
〜
28
日
）

 

12
月 

３
日 

▽ 

ド
ラ
イ
バ
ー
を
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
か
ら
守
る
こ
と
お
よ
び
ド
ラ
イ
バ
ー
の
社
会
的
評
価
の
向
上
に
繋
が
る
対
策

を
講
じ
る
た
め
﹁
ド
ラ
イ
バ
ー
の
社
会
的
評
価
の
向
上
に
係
る
検
討
委
員
会
﹂（
松
田
直
樹
委
員
長
）
が
初
会
合

 

５
日 

▽ 

第
２
０
８
回
理
事
会
を
開
催

 
 

▽ 

自
民
党
自
動
車
議
員
連
盟
主
催
﹁
自
動
車
政
策
懇
談
会
﹂
で
水
野
功
副
会
長
が
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
の
要
望
事
項
を
説
明

 

13
日 

▽ 

２
０
２
４
年
度
引
越
事
業
者
優
良
認
定
制
度
（
引
越
安
心
マ
ー
ク
）
69
事
業
者
の
認
定
事
業
者
を
発
表

 

16
日 

 

▽ 

２
０
２
４
年
度
安
全
性
優
良
事
業
所
（
Ｇ
マ
ー
ク
事
業
所
）
９
０
５
６
事
業
所
を
発
表

 

24
日 

 

▽ 

重
量
部
会
（
内
宮
昌
利
部
会
長
）︑
鉄
骨
・
橋
梁
部
会
（
宮
地
高
照
部
会
長
）︑
鉄
鋼
部
会
（
三
村
文
雄
部
会
長
）︑
国
交

省
に
対
し
﹁
特
殊
車
両
通
行
制
度
に
関
す
る
要
望
書
﹂
を
提
出

７
月 

４
日 

▽ 

国
交
省
︑
第
２
回
﹁
物
流
革
新
に
向
け
た
デ
ジ
タ
ル
式
運
行
記
録
計
の
普
及
促
進
に
関
す
る
検
討
会
﹂
を
開
催　

 

９
日 

▽ 

国
交
省
︑
社
会
資
本
整
備
審
議
会
道
路
分
科
会
基
本
政
策
部
会
﹁
第
24
回
物
流
小
委
員
会
﹂（
委
員
長
:
根
本
敏
則

敬
愛
大
学
経
済
学
部
教
授
）
を
開
催　

 

19
日 

▽ 

国
交
省
︑
第
５
回
﹁
自
動
物
流
道
路
に
関
す
る
検
討
会
﹂
を
開
催　

 

22
日 

▽ 

公
取
委
・
中
企
庁
︑
第
１
回
﹁
企
業
取
引
研
究
会
﹂（
座
長
:
神
田
秀
樹
東
京
大
学
名
誉
教
授
）
を
開
催

 

24
日 

▽ 

国
交
省
︑
第
13
回
﹁
運
輸
安
全
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
普
及
・
啓
発
推
進
協
議
会
﹂
を
開
催

 

25
日 

▽ 

政
府
︑
第
５
回
﹁
我
が
国
の
物
流
の
革
新
に
関
す
る
関
係
閣
僚
会
議
﹂（
議
長
:
林
芳
正
内
閣
官
房
長
官
）
を
開
催

（
写
真
⑨
）　

 
 

▽ 

国
交
省
︑﹁
自
動
物
流
道
路
の
あ
り
方　

中
間
と
り
ま
と
め
﹂
を
公
表

 

29
日 

▽ 

国
交
省
︑
全
ト
協
に
対
し
﹁
民
間
団
体
等
に
よ
る
貨
物
自
動
車
運
送
の
適
正
化
に
関
す
る
事
業
の
推
進
に
つ
い
て
﹂

の
一
部
改
正
を
通
達　

 

30
日 

▽ 

国
交
省
︑
第
３
回
﹁
物
流
革
新
に
向
け
た
デ
ジ
タ
ル
式
運
行
記
録
計
の
普
及
促
進
に
関
す
る
検
討
会
﹂
を
開
催　

８
月 

23
日 

▽ 

国
交
省
︑
第
１
回
﹁
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
に
お
け
る
多
重
下
請
構
造
検
討
会
﹂（
座
長
:
野
尻
俊
明
流
通
経
済
大
学
名

誉
教
授
）
を
開
催

 

26
日 

▽ 

国
交
省
・
経
産
省
・
農
水
省
︑
交
通
政
策
審
議
会
交
通
体
系
分
科
会
物
流
部
会
・
産
業
構
造
審
議
会
商
務
流
通
情

報
分
科
会
流
通
小
委
員
会
・
食
料
・
農
業
・
農
村
政
策
審
議
会
食
料
産
業
部
会
物
流
小
委
員
会
第
２
回
合
同
会
議

を
開
催

 

30
日 

▽ 

西
日
本
高
速
道
路
㈱
︑
中
国
自
動
車
道
・
鹿
野
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
（
Ｓ
Ａ
）
下
り
線
で
﹁
出
発
時
間
指
定
大
型
車

３
列
駐
車
マ
ス
﹂
の
試
行
運
用
を
開
始

９
月 

17
日 

▽ 

国
交
省
︑
ダ
ブ
ル
連
結
ト
ラ
ッ
ク
の
対
象
路
線
を
拡
充
（
５
１
４
０
㌔
㍍
↓
６
３
３
０
㌔
㍍
）

 

19
日 

▽ 

公
取
委
・
中
企
庁
︑
第
２
回
﹁
企
業
取
引
研
究
会
﹂
を
開
催

 

26
日 

▽ 

国
交
省
・
経
産
省
・
農
水
省
︑
交
通
政
策
審
議
会
交
通
体
系
分
科
会
物
流
部
会
・
産
業
構
造
審
議
会
商
務
流
通
情

報
分
科
会
流
通
小
委
員
会
・
食
料
・
農
業
・
農
村
政
策
審
議
会
食
料
産
業
部
会
物
流
小
委
員
会
第
３
回
合
同
会
議

を
書
面
開
催　

 

28
日 

▽ 

東
日
本
高
速
道
路
㈱
︑
東
北
自
動
車
道
・
佐
野
Ｓ
Ａ
下
り
線
で
﹁
長
距
離
輸
送
に
お
け
る
ド
ラ
イ
バ
ー
交
替
の
実

証
実
験
﹂
を
実
施
（
〜
10
月
４
日
）　

10
月 

１
日 

▽ 

国
交
省
︑
行
政
処
分
基
準
を
改
正
し
飲
酒
運
転
等
に
よ
る
行
政
処
分
を
強
化

 

３
日 

▽ 

国
交
省
︑
第
６
回
﹁
自
動
物
流
道
路
に
関
す
る
検
討
会
﹂
を
開
催

 

７
日 

▽ 

公
取
委
・
中
企
庁
︑
第
３
回
﹁
企
業
取
引
研
究
会
﹂
を
開
催

 

24
日 

▽ 

公
取
委
・
中
企
庁
︑
第
４
回
﹁
企
業
取
引
研
究
会
﹂
を
開
催

 

30
日 

▽ 

国
交
省
︑
第
１
回
﹁
物
流
拠
点
の
今
後
の
あ
り
方
に
関
す
る
検
討
会
﹂（
座
長
:
大
島
弘
明
流
通
経
済
大
学
流
通
情

報
学
部
教
授
）
を
開
催

11
月 

１
日 

▽ 

国
交
省
︑﹁
ト
ラ
ッ
ク
Ｇ
メ
ン
﹂
を
﹁
ト
ラ
ッ
ク
・
物
流
Ｇ
メ
ン
﹂
に
改
組
︑
地
方
運
輸
局
等
の
物
流
担
当
部
署
職

員
と
各
都
道
府
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
が
新
た
に
設
け
る
﹁
Ｇ
メ
ン
調
査
員
﹂
を
追
加
し
て
体
制
を
拡
充
（
写
真
⑬
）

 
 

▽ 

警
察
庁
︑
自
転
車
運
転
中
の
﹁
な
が
ら
ス
マ
ホ
﹂・﹁
酒
気
帯
び
運
転
・
幇
助
﹂
等
を
罰
則
の
対
象
と
す
る
改
正
道

路
交
通
法
を
施
行

 

５
日 

▽ 

国
交
省
・
農
水
省
・
経
産
省
・
日
本
物
流
団
体
連
合
会
・
日
本
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
シ
ス
テ
ム
協
会
︑
第
４
回
﹁
官

民
物
流
標
準
化
懇
談
会
﹂（
座
長: 

根
本
敏
則
敬
愛
大
学
経
済
学
部
特
任
教
授
）
を
開
催

 

６
日 

▽ 

国
交
省
︑
令
和
６
年
度
第
１
回
﹁
運
行
管
理
高
度
化
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
﹂
を
開
催

 

11
日 

▽ 

第
２
次
石
破
内
閣
が
発
足
し
︑
国
土
交
通
大
臣
に
公
明
党
・
中
野
洋
昌
衆
議
院
議
員
が
就
任

 
 

▽ 

国
交
省
・
経
産
省
・
農
水
省
︑﹁
交
通
政
策
審
議
会
交
通
体
系
分
科
会
物
流
部
会
・
産
業
構
造
審
議
会
商
務
流
通
情

報
分
科
会
流
通
小
委
員
会
・
食
料
・
農
業
・
農
村
政
策
審
議
会
食
料
産
業
部
会
物
流
小
委
員
会
第
４
回
合
同
会
議
﹂

を
開
催

 

26
日 

▽ 

公
取
委
・
中
企
庁
︑
第
５
回
﹁
企
業
取
引
研
究
会
﹂
を
開
催

 

27
日 

▽ 

国
交
省
・
経
産
省
・
農
水
省
︑﹁
交
通
政
策
審
議
会
交
通
体
系
分
科
会
物
流
部
会
・
産
業
構
造
審
議
会
商
務
流
通
情

報
分
科
会
流
通
小
委
員
会
・
食
料
・
農
業
・
農
村
政
策
審
議
会
食
料
産
業
部
会
物
流
小
委
員
会
合
同
会
議
﹂
の
取

り
ま
と
め
を
公
表

 

28
日 

▽ 

国
交
省
︑
第
２
回
﹁
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
に
お
け
る
多
重
下
請
構
造
検
討
会
﹂
を
開
催

 
 

▽ 

公
取
委
︑
物
流
特
殊
指
定
違
反
で
㈱
イ
ト
ー
キ
に
対
し
警
告

12
月 

４
日 

▽ 

国
交
省
︑
新
東
名
高
速
道
路
（
駿
河
湾
沼
津
Ｓ
Ａ
〜
浜
松
Ｓ
Ａ
）
で
自
動
運
転
ト
ラ
ッ
ク
の
公
道
走
行
実
証
実
験

を
公
開

 
 

▽ 

国
交
省
︑
自
動
車
運
送
業
分
野
の
特
定
技
能
１
号
評
価
試
験
の
開
始
を
発
表

 
10
日 
▽ 

国
交
省
︑
第
２
回
﹁
物
流
拠
点
の
今
後
の
あ
り
方
に
関
す
る
検
討
会
﹂
を
開
催

 

17
日 
▽ 
公
取
委
・
中
企
庁
︑
第
６
回
﹁
企
業
取
引
研
究
会
﹂
を
開
催

 

19
日 

▽ 
国
交
省
︑
第
７
回
﹁
自
動
物
流
道
路
に
関
す
る
検
討
会
﹂
を
開
催

 

24
日 

▽ 

国
交
省
︑
令
和
６
年
度
第
２
回
﹁
運
行
管
理
高
度
化
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
﹂
を
開
催

⑭ ⑫
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⑩
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※
解
答
は
、
次
号
に
掲
載
予
定
で
す
。

　

㈱
藤
井
運
送
は
︑
飲
料
︑

食
料
︑
紙
製
品
・
原
紙
︑
パ

レ
ッ
ト
の
輸
送
の
ほ
か
︑
自

動
車
部
品
を
県
内
の
カ
ー
デ

ィ
ー
ラ
ー
へ
配
送
す
る
運
送

会
社
で
あ
る
︒

　

同
社
が
﹁
パ
ー
ト
ナ
ー
シ

ッ
プ
構
築
宣
言
﹂
を
知
っ
た

き
っ
か
け
は
︑
茨
城
県
が
県

内
中
小
運
送
事
業
者
を
対
象

に
︑
業
務
効
率
化
に
資
す
る

機
器
や
シ
ス
テ
ム
の
導
入
経

費
の
一
部
を
補
助
す
る
﹁
茨

城
県
中
小
物
流
事
業
者
業
務

効
率
化
支
援
事
業
﹂
の
申
請

時
で
あ
っ
た
︒

　

小
圷
社
長
が
同
助
成
事
業

の
詳
細
を
確
認
す
る
と
︑
補

助
対
象
者
の
条
件
と
し
て

﹁
交
付
申
請
時
点
に
お
い
て

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
構
築
宣

言
の
登
録
を
行
っ
て
い
る
者
﹂

と
い
う
記
載
が
あ
っ
た
︒

　

小
圷
社
長
は
茨
城
県
ト
ラ

ッ
ク
協
会（
小
倉
邦
義
会
長
）

事
務
局
か
ら
同
宣
言
に
関
す

る
説
明
を
受
け
な
が
ら
︑
令

和
６
年
７
月
22
日
付
で
同
宣

言
の
登
録
を
行
う
と
と
も

に
︑
同
助
成
事
業
の
申
請
を

用
し
て
ド
ラ
イ
バ
ー
の
荷
役

作
業
の
負
担
軽
減
を
図
る
た

め
︑
テ
ー
ル
ゲ
ー
ト
リ
フ
タ

ー
の
導
入
を
計
画
し
て
い
ま

し
た
が
︑
申
請
者
が
多
数
だ

っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
︑
残
念

な
が
ら
当
社
は
補
助
を
受
け

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
︒
し
か
し
︑
そ
れ
を
契
機

に
荷
主
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ

ッ
プ
構
築
の
重
要
性
を
再
認

識
で
き
た
た
め
︑
宣
言
実
施

に
踏
み
込
め
た
こ
と
は
︑
よ

か
っ
た
と
考
え
て
い
ま
す
﹂

（
小
圷
社
長
）

　

一
方
︑
仕
事
を
依
頼
す
る

協
力
会
社
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
深
化
に
つ
い
て
は
︑

常
日
頃
か
ら
同
社
と
協
力
会

社
の
配
車
担
当
者
同
士
で
情

報
交
換
を
密
に
行
う
よ
う
に

し
︑
協
力
会
社
か
ら
の
配
車

等
に
お
け
る
要
望
な
ど
に
応

え
る
よ
う
に
し
て
い
る
︒

　

さ
て
︑
同
社
に
お
け
る
荷

主
企
業
と
の
交
渉
を
み
て
み

る
と
︑
２
つ
の
パ
タ
ー
ン
に
大

別
す
る
こ
と
が
で
き
る
︒
ま

ず
︑
原
紙
輸
送
に
お
け
る
荷

主
企
業
と
の
交
渉
に
つ
い
て

紹
介
し
た
い
︒

　

荷
主
企
業
と
︑
同
企
業
の

原
紙
輸
送
を
担
う
同
社
を
含

む
５
社
と
の
︑
定
期
的
な
交

渉
の
場
を
設
置
し
た
︒
荷
主

企
業
と
の
交
渉
に
際
し
て

は
︑
小
圷
社
長
を
は
じ
め
と

し
た
５
社
の
社
長
が
荷
主
企

業
に
訪
問
︒
荷
主
企
業
に
対

し
て
︑
現
状
の
ま
ま
で
は
こ

れ
ま
で
の
よ
う
に
物
流
を
維

持
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な

る
こ
と
を
説
明
し
た
上
で
︑

ド
ラ
イ
バ
ー
の
労
働
時
間
削

減
を
図
る
た
め
に
︑
出
荷
オ

ー
ダ
ー
の
締
め
切
り
時
間
を

早
く
す
る
こ
と
な
ど
を
粘
り

強
く
求
め
た
︒
そ
の
結
果
︑

５
社
の
要
望
は
運
送
会
社
に

受
け
入
れ
て
も
ら
え
た
の
で

あ
る
︒

の
立
場
で
交
渉
す
る
こ
と
が

で
き
て
い
ま
す
︒
ド
ラ
イ
バ

ー
の
働
き
方
改
革
の
実
施
に

向
け
徐
々
に
成
果
が
上
が
っ

て
き
て
い
ま
す
﹂（
同
）

し
い
︒
そ
こ
で
︑
同
社
で
は

昨
年
11
月
に
公
正
取
引
委
員

会
が
定
め
た
﹁
労
務
費
の
適

切
な
転
嫁
の
た
め
の
価
格
交

渉
に
関
す
る

指
針
﹂︵
二
次

元
コ
ー
ド
︶

を
踏
ま
え
た

交
渉
資
料
づ
く
り
を
取
り
入

れ
る
こ
と
に
し
た
︒

　

同
指
針
で
は
︑
労
務
費
転

嫁
を
要
請
す
る
た
め
の
根
拠

資
料
と
し
て
︑
公
表
資
料
を

用
い
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と

し
て
い
る
︒
同
社
で
は
︑
人

件
費
の
上
昇
傾
向
を
示
す
際

の
根
拠
資
料
と
し
て
︑
最
近

15
年
間
の
同
県
の
最
低
賃
金

の
上
昇
率
を
用
い
る
よ
う
に

し
た
︒
さ
ら
に
︑
燃
料
費
の

上
昇
傾
向
を
示
す
際
の
根
拠

資
料
と
し
て
は
︑
石
油
情
報

セ
ン
タ
ー
の
軽
油
価
格
の
推

移
を
示
し
て
い
る
︒
そ
れ
ら

と
併
せ
て
︑
同
社
に
お
け
る

最
近
15
年
間
の
同
社
の
運
賃

の
推
移
も
示
し
︑
人
件
費
や

燃
料
費
の
上
昇
幅
と
同
社
の

運
賃
の
推
移
に
乖
離
が
あ
る

こ
と
を
示
し
た
上
で
︑
荷
主

企
業
に
対
し
て
適
正
な
運
賃

へ
の
是
正
を
求
め
て
い
る
︒

　
﹁
公
表
さ
れ
て
い
る
デ
ー
タ

を
運
賃
交
渉
の
際
の
根
拠
資

料
と
し
て
用
い
る
こ
と
で
︑

荷
主
企
業
に
対
す
る
説
得
力

が
高
ま
り
ま
す
︒
こ
の
考
え

方
を
活
か
し
な
が
ら
︑
今
後

も
荷
主
企
業
に
対
す
る
説
得

力
を
高
め
る
た
め
の
工
夫
を

重
ね
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
﹂（
同
）

　

な
お
︑
同
指
針
で
は
︑
公

表
資
料
の
一
例
と
し
て
﹁
標

準
的
な
運
賃
﹂
も
挙
げ
て
い

る
︒
同
社
で
は
︑
か
つ
て
は

関
西
方
面
へ
の
長
距
離
輸
送

に
際
し
て
は
協
力
会
社
に
輸

送
を
依
頼
し
て
い
た
が
︑
今

年
４
月
に
改
善
基
準
告
示
が

改
正
さ
れ
て
以
降
は
︑
長
距

離
輸
送
を
受
託
す
る
協
力
会

社
が
少
な
く
な
っ
た
た
め
︑

自
社
の
車
両
で
輸
送
に
あ
た

る
場
面
が
増
え
て
い
る
と
い

う
︒
そ
の
た
め
︑
同
社
で
は

今
年
以
降
︑
中
・
長
距
離
輸

送
の
運
賃
に
関
し
て
は
︑
適

切
な
原
価
が
反
映
さ
れ
ド
ラ

イ
バ
ー
の
待
遇
改
善
を
図
る

た
め
の
原
資
を
確
保
で
き
る

﹁
標
準
的
な
運
賃
﹂
を
荷
主

企
業
に
示
し
た
上
で
︑
今
後

は
︑﹁
標
準
的
な
運
賃
﹂
と

し
て
定
め
ら
れ
た
額
を
請
求

す
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を

伝
え
る
よ
う
に
し
て
い
る
︒

　

同
社
で
は
︑
交
渉
の
結
果

得
ら
れ
た
運
賃
引
き
上
げ
額

を
原
資
と
し
て
︑
今
年
４
月

に
ド
ラ
イ
バ
ー
の
賃
金
を
５

％
引
き
上
げ
た
︒
一
方
で
︑

ド
ラ
イ
バ
ー
の
労
働
時
間
削

減
の
観
点
か
ら
は
高
速
道
路

の
活
用
が
有
効
的
で
あ
る
た

め
︑
同
社
に
お
い
て
も
近
距

離
輸
送
で
の
高
速
道
路
利
用

を
推
奨
し
て
い
る
も
の
の
︑

高
速
道
路
料
金
は
ま
だ
一
部

の
荷
主
企
業
か
ら
は
収
受
で

き
て
い
な
い
と
い
う
︒

　
﹁
ド
ラ
イ
バ
ー
の
待
遇
改

善
を
実
現
す
る
た
め
に
は
︑

そ
の
原
資
の
確
保
が
重
要
な

課
題
に
な
り
ま
す
︒
そ
し
て
︑

原
資
確
保
の
た
め
に
は
具
体

的
資
料
を
用
い
て
荷
主
企
業

と
の
交
渉
を
行
い
︑
い
か
に

荷
主
企
業
の
理
解
を
得
て
い

く
か
が
カ
ギ
と
な
り
ま
す
︒

し
か
し
︑
こ
ち
ら
の
要
望
だ

け
を
伝
え
続
け
て
い
て
も
︑

荷
主
企
業
の
担
当
者
は
決
し

て
聞
く
耳
を
も
っ
て
く
れ
ま

せ
ん
︒
常
日
頃
か
ら
荷
主
企

業
の
担
当
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
化
さ
せ
る

と
と
も
に
︑
物
流
改
善
に
資

す
る
提
案
な
ど
を
積
極
的
に

展
開
し
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
︒
あ
る
荷
主
企
業
に
対

し
て
︑
輸
送
効
率
化
に
関
す

る
要
望
を
行
っ
た
と
こ
ろ
︑

同
荷
主
企
業
か
ら
自
動
配
車

ソ
フ
ト
の
活
用
を
勧
め
ら
れ
︑

導
入
し
ま
し
た
︒
配
車
ル
ー

ト
が
最
適
化
さ
れ
た
こ
と
で

物
流
コ
ス
ト
軽
減
に
繋
が
っ

た
だ
け
で
は
な
く
︑
配
送
計

画
作
業
時
間
が
短
縮
し
た
こ

と
で
配
車
担
当
者
の
負
担
軽

減
に
も
寄
与
し
ま
し
た
︒
物

流
改
善
に
向
け
た
取
り
組
み

を
と
も
に
進
め
︑
荷
主
企
業

か
ら
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ト
ナ
ー

と
し
て
認
め
ら
れ
る
存
在
に

な
っ
て
初
め
て
︑
真
の
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
構
築
に
繋

が
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
︒
当
社
と
し
て
は
︑
同
宣

言
を
活
か
し
な
が
ら
︑
荷
主

企
業
や
協
力
会
社
と
の
新
た

な
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
構

築
に
向
け
て
︑
今
後
も
取
り

組
み
を
進
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
﹂（
同
）

行
っ
た
︒

　
﹁
当
社
で
は
補
助
金
を
活

　

ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の

働
き
方
改
革
を
実
現
さ
せ
る

た
め
に
は
︑
荷
主
企
業
の
理

解
と
協
力
が
不
可
欠
と
な

る
︒
荷
主
企
業
と
運
送
事
業

者
が
常
日
頃
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
︑
相
互

理
解
を
深
め
て
い
く
こ
と
で
︑

持
続
可
能
な
物
流
の
実
現
に

繋
げ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で

あ
る
︒

　

同
社
で
は
︑
荷
主
企
業
と

の
配
車
時
の
連
絡
に
つ
い
て

は
︑
小
圷
広
大
取
締
役
部
長

が
担
っ
て
い
る
︒
基
本
的
に

は
メ
ー
ル
で
の
や
り
取
り
が

多
い
も
の
の
︑
契
約
に
係
る

重
要
な
内
容
の
場
合
は
荷
主

先
へ
の
訪
問
も
行
う
よ
う
に

し
て
い
る
︒

　

最
近
︑﹁
輸
送
に
際
し
て
︑

何
か
困
っ
て
い
る
こ
と
は
な
い

か
﹂︑﹁
着
荷
主
先
で
附
帯
作

業
を
強
要
さ
れ
て
い
る
な
ど
︑

負
担
と
な
る
よ
う
な
こ
と
が

あ
れ
ば
情
報
提
供
す
る
よ
う

に
﹂
と
発
荷
主
企
業
の
担
当

者
か
ら
言
わ
れ
る
こ
と
が
増

え
た
と
い
う
︒
同
社
に
お
い

て
も
︑
荷
主
企
業
の
担
当
者

に
対
し
て
﹁
物
流
の
２
０
２

４
年
問
題
﹂
に
つ
い
て
粘
り

強
く
説
明
し
て
き
た
こ
と
も

あ
り
︑
物
流
に
対
す
る
意
識

の
変
容
が
み
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
き
た
と
い
う
︒

　
﹁
荷
主
企
業
と
取
引
運
送

事
業
者
と
の
定
期
的
な
交
渉

の
場
を
設
け
て
い
た
だ
い
て

い
る
こ
と
で
︑
当
社
を
は
じ

め
と
し
た
同
業
５
社
と
対
等

　

次
に
︑
同
社
の
運
賃
交
渉

の
方
法
に
つ
い
て
紹
介
し
て

い
く
︒

　

同
社
で
は
運
賃
交
渉
に
先

立
ち
︑
原
価
計
算
を
行
っ
た

上
で
収
受
す
べ
き
運
賃
額
を

算
出
し
︑
現
行
の
運
賃
か
ら

の
引
き
上
げ
に
必
要
な
資
料

を
準
備
し
た
上
で
︑
値
上
げ

交
渉
を
行
っ
て
い
る
︒
か
つ
て

は
小
圷
社
長
が
１
人
で
交
渉

に
臨
ん
で
い
た
が
︑
昨
年
春

頃
か
ら
は
子
息
で
も
あ
る
小

圷
部
長
も
同
席
さ
せ
︑
交
渉

の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
後
継
者
に
伝

え
て
い
る
︒

　

さ
て
︑
同
社
で
は
運
賃
交

渉
に
用
い
る
資
料
の
作
成
に

あ
た
り
︑
最
近
あ
る
工
夫
を

取
り
入
れ
た
と
い
う
︒
事
業

者
が
そ
れ
ぞ
れ
原
価
計
算
を

行
い
︑
そ
れ
を
も
と
に
荷
主

企
業
と
の
運
賃
交
渉
に
臨
ん

だ
と
し
て
も
︑
各
社
異
な
る

原
価
に
基
づ
い
た
原
価
計
算

に
よ
っ
て
は
じ
き
出
さ
れ
た

運
賃
は
当
然
事
業
者
ご
と
に

異
な
っ
て
く
る
た
め
︑
荷
主

企
業
の
側
と
し
て
は
そ
の
デ

ー
タ
だ
け
で
運
賃
値
上
げ
の

可
否
を
判
断
す
る
こ
と
が
難

　

政
府
で
は
、
中
小
企
業
・
小
規
模
事

業
者
へ
の
取
引
条
件
の
し
わ
寄
せ
を
防
止

す
る
と
と
も
に
、
下
請
取
引
の
適
正
化
を

進
め
る
こ
と
な
ど
を
目
的
に
、﹁
パ
ー
ト
ナ

ー
シ
ッ
プ
構
築
宣
言
﹂
の
拡
大
を
進
め
て

い
ま
す
。
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で
も
、

荷
主
お
よ
び
親
事
業
者
・
下
請
事
業
者
間

に
お
け
る
望
ま
し
い
取
引
環
境
の
実
現
を

目
指
す
た
め
に
、
多
く
の
運
送
事
業
者
に

宣
言
を
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
環
境
づ
く

り
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、﹁
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
構
築
宣

言
﹂
を
行
い
、
新
た
な
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

を
構
築
す
る
た
め
の
取
り
組
み
を
進
め
て

い
る
、
㈱
藤
井
運
送
︵
小こ

圷あ
く
つ

正
広
代
表

取
締
役
︶
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

企業プロフィール
社名	 ㈱藤井運送
本社所在地	 茨城県水戸市千波町2264-1
代表者	 代表取締役　小圷　正広
設立	 昭和45年12月
資本金	 1,000万円
社員数	 32人（うちドライバー25人）
車両数	 35台

業
務
効
率
化
を
目
指
す
県
の
助
成
申
請
を
機
に

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
構
築
宣
言
の
重
要
性
を
認
識

荷
主
企
業
と
取
引
運
送
事
業
者
が
定
期
的
な
交
渉
の
場
を
設
置

ド
ラ
イ
バ
ー
の
労
働
時
間
削
減
実
現
に
繋
げ
る

公
表
デ
ー
タ
を
運
賃
交
渉
の
根
拠
資
料
に
活
用

荷
主
企
業
へ
の
説
得
力
を
高
め
て
待
遇
改
善
に
挑
む

㈱
藤
井
運
送
に
お
け
る
取
り
組
み
（
茨
城
県
水
戸
市
）

配
車
業
務
に
自
動
配
車
ソ
フ
ト
を
導

入
し
た
こ
と
で
、物
流
コ
ス
ト
軽
減
や

配
車
担
当
者
の
負
担
軽
減
に
繋
が
っ

た

同
社
で
は
公
表
さ
れ
て
い
る
デ
ー
タ

を
運
賃
値
上
げ
の
根
拠
資
料
と
し
て

活
用
し
な
が
ら
、荷
主
企
業
と
の
交
渉

に
臨
ん
で
い
る

小圷　正広
代表取締役

同社では、飲料、食料、紙製品・原紙、パレットの輸送のほか、自動車部品を県内のカー
ディーラーへ配送する

茨
城
県
水
戸
市
の
本
社
の
ほ
か
、城
里

町
に
は
配
送
セ
ン
タ
ー
を
構
え
て
い

る 配
送
セ
ン
タ
ー
内
の
倉
庫
で
は
、原
紙

の
保
管
業
務
も
手
が
け
て
い
る

「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
構
築
宣
言
」
特
集

荷
主
企
業
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
構
築
が

荷
主
企
業
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
構
築
が

ド
ラ
イ
バ
ー
の
待
遇
改
善
実
現
に
繋
が
る

ド
ラ
イ
バ
ー
の
待
遇
改
善
実
現
に
繋
が
る

荷
主
と
運
送
会
社
の「
共
存
共
栄
の
関
係
」を
目
指
し
て

荷
主
と
運
送
会
社
の「
共
存
共
栄
の
関
係
」を
目
指
し
て



（第3種郵便物認可）（7） 令和6年（2024年）12月25日 第2251号

ほんのヒトコマほんのヒトコマ［第139回］

「パンをくわえたヘビが地球にのっかってるという初夢をみたんだけど……」
「それは、蛇（ジャ）パンが世界をリードするという意味よ、きっと……」

法令　　  クイズ
マル　 バツ

	〜飲酒運転編〜
	 【解 答】3面に問題

❶	×（法第65条第1項）飲酒をして
も、その後６時間以上経過していれ
ば運転しても差し支えないという規定
はなく、何時間経過していようと酒気
が残っていれば「酒気帯び運転」とな
り、運転はできない。
❷	×（法第65条第1項、同117条の2の
2第1項第3号）令和6年11月1日から、
それまで罰則の対象外だった自転車
の酒気帯び運転に対して罰則が適用
されることになった。自転車の酒気帯
び運転の罰則は3年以下の懲役また
は50万円以下の罰金が科せられる。
❸	×（法第65条第4項）車の運転者が
酒気を帯びていることを知りながら、
その車に乗せてくれるよう要求または
依頼して車に同乗することは禁止され

ており、酒酔い運転の車に同乗した場
合は3年以下の懲役または50万円以
下の罰金、酒気帯び運転の車に同乗
した場合は2年以下の懲役または30
万円以下の罰金が科せられる。
❹	×（法第103条第2項、同第8項　
令38条第7項第1号）酒酔い運転など
の特定違反行為をしたことを理由とし
て免許を取り消される場合の欠格期
間は前歴がない場合でも3年なので、
最低3年間は免許を取得できない。
❺	○（教則第4章第1節	運転に当たっ
ての注意4）アルコールを分解するに
は一定の時間がかかるため、前日の飲
酒の影響が運転時まで残っている場
合があるので注意すること。

物流ジャーナリスト　森田 富士夫

　

今
年
最
後
の
コ
ラ
ム
に
な
っ
た
︒

今
年
を
振
り
返
る
と
︑﹁
事
業
を

遂
行
す
る
条
件
の
骨
格
が
大
転
換

し
た
年
﹂
と
い
え
る
︒

　

４
月
か
ら
は
年
間
最
大
残
業
が

９
６
０
時
間
に
な
り
︑
改
正
改
善

基
準
告
示
も
施
行
さ
れ
た
︒
だ
が

﹁
残
業
時
間
な
ど
に
関
し
て
は
ク

リ
ア
で
き
て
い
る
事
業
者
も
い
る

が
︑
業
界
全
体
か
ら
み
る
と
少
数

で
あ
る
﹂︒
さ
ら
に
︑﹁
２
０
２
４

年
問
題
﹂
の
も
う
一
つ
の
課
題
で

あ
る
賃
金
は
︑﹁
賃
上
げ
を
し
た

事
業
者
は
増
え
た
が
︑
全
産
業
平

均
に
は
程
遠
い
﹂
の
が
実
態
だ
︒

こ
の
よ
う
な
現
状
を
打
開
し
て
全

産
業
平
均
並
み
の
労
働
時
間
と
賃

金
水
準
を
実
現
す
る
に
は
︑
原
資

の
確
保
が
不
可
欠
だ
︒
そ
こ
で
︑

今
年
は
標
準
的
運
賃
の
平
均
８
％

の
引
上
げ
も
告
示
さ
れ
た
︒
だ
が
︑

未
だ
標
準
的
運
賃
を
届
出
し
て
い

な
い
事
業
者
も
い
る
︒

　

そ
れ
に
対
し
て
︑
政

府
や
行
政
︑
一
部
の
荷

主
の
﹁
物
流
危
機
﹂
へ

の
意
識
は
高
い
︒
そ
れ

を
象
徴
す
る
の
が
︑
荷

主
に
お
け
る
物
流
共
同

化
な
ど
の
動
き
だ
︒
ま

た
︑
政
府
や
行
政
も
か

つ
て
な
い
よ
う
な
ス
ピ

ー
ド
で
﹁
物
流
危
機
﹂
を
回
避

す
る
た
め
の
法
的
な
再
構
築
を

進
め
た
１
年
だ
っ
た
︒

　

４
月
26
日
に
は
改
正
物
流
法

案
が
可
決
さ
れ
︑
５
月
15
日
に

は
公
布
さ
れ
た
︒
そ
し
て
６
月

に
は
国
土
交
通
省
︑
経
済
産
業

省
︑
農
林
水
産

省
の
３
省
審
議

会
の
合
同
会
議

が
設
置
さ
れ
︑

荷
主
・
事
業
者

に
対
す
る
規
制

的
措
置
の
具
体

化
に
向
け
た
検

討
が
開
始
さ
れ

た
︒
各
種
業
界

団
体
な
ど
と
の

意
見
交
換
を
経

て
︑
８
月
の
第
２

回
合
同
会
議
で

は
︑
取
り
ま
と

め
素
案
の
提
示

や
業
界
ヒ
ア
リ

ン
グ
な
ど
が
行

わ
れ
た
︒
さ
ら
に
︑
９
月
の
第

３
回
合
同
会
議
で
は
取
り
ま
と

め
案
が
審
議
さ
れ
て
い
る
︒

　

９
月
か
ら
10
月
に
か
け
て
の

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
募
集

を
経
て
︑
11
月
開
催
の
第
４
回

合
同
会
議
で
は
一
般
か
ら
寄
せ

ら
れ
た
意
見
な
ど
も
踏
ま
え
て
取

り
ま
と
め
案
を
審
議
︒
同
月
に
は

合
同
会
議
の
取
り
ま
と
め
が
公
表

さ
れ
た
︒
そ
し
て
︑
現
在
は
基
本

方
針
や
荷
主
・
事
業
者
な
ど
の
努

力
義
務
や
判
断
基
準
︑
そ
の
他
に

つ
い
て
法
施
行
に
向
け
た
具
体
化

の
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
る
︒

　

こ
の
よ
う
に
今
年
を
振
り
返
る

と
︑
多
く
の
業
界
関
係
者
が
異
口

同
音
に
語
る
よ
う
に
﹁
か
つ
て
経

験
し
た
こ
と
の
な
い
ス
ピ
ー
ド
で

法
律
な
ど
の
制
度
が
見
直
さ
れ
た

１
年
だ
っ
た
﹂︒
そ
し
て
︑
来
年
は

改
正
さ
れ
た
法
律
が
具
体
化
さ
れ

て
︑
順
次
︑
施
行
に
な
る
︒﹁
今

年
が
制
度
改
革
の
１
年
な
ら
︑
来

年
は
荷
主
︑
事
業
者
と
も
に
業
界

の
実
態
が
具
体
的
に
変
化
す
る
ス

タ
ー
ト
の
年
に
な
る
﹂
だ
ろ
う
︒

　

さ
て
︑今
年
１
年
を
振
り
返
り
︑

さ
ら
に
来
年
以
降
を
展
望
す
る
キ

ー
ワ
ー
ド
と
し
て
︑
筆
者
は
﹁
荷

主
の
範
囲
の
明
確
化
﹂
を
挙
げ
た

い
︒﹁
荷
主
と
し
て
の
責
任
や
義

務
を
果
た
し
て
い
な
い
﹂
と
︑
勧

告
や
命
令
を
発
す
る
に
は
︑
ま
ず

﹁
荷
主
﹂
を
定
義
し
て
お
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
だ
︒
こ
こ
に

従
来
と
の
違
い
が
象
徴
さ
れ
て
い

る
︒
同
時
に
事
業
者
自
身
も
た
だ

さ
れ
る
︒

第
346
回

変化を象徴するのは「荷主の定義」

　
　
　
　

︻
解
説
︼
労
働
者
災
害
補
償
保
険
法

（
労
災
保
険
法
）
第
７
条
第
１
項
第
３

号
に
よ
れ
ば
︑
通
勤
災
害
と
は
﹁
労
働

者
の
通
勤
に
よ
る
負
傷
︑
疾
病
︑
障
害

ま
た
は
死
亡
﹂
と
さ
れ
︑
同
法
に
基
づ

き
業
務
上
災
害
と
同
様
の
給
付
が
行
わ

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
︒

　

通
勤
災
害
に
つ
い
て
お
尋
ね
し
ま

す
。
先
日
、
労
働
者
Ａ
が
職
場
の
仲

間
内
で
行
っ
た
忘
年
会
の
後
、
帰
宅
途

中
に
駅
の
ホ
ー
ム
で
電
車
と
接
触
し
、

打
撲
傷
を
負
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ

ば
に
い
た
同
僚
の
話
で
は
、
Ａ
は
か
な

り
酔
っ
て
足
が
ふ
ら
つ
い
て
い
た
と
い
う

こ
と
で
す
。
こ
の
よ
う
な
場
合
、
Ａ
の

負
傷
は
通
勤
災
害
の
適
用
を
受
け
ら
れ

る
の
で
し
ょ
う
か
。  第295回 

忘年会の帰り電
車に接触、通勤
災 害 の 適 用 は

　

保
険
給
付
の
内
容
は
︑①
療
養
給
付
︑

②
休
業
給
付
︑
③
障
害
給
付
︑
④
遺

族
給
付
︑⑤
葬
祭
給
付
︑⑥
傷
病
年
金
︑

⑦
介
護
給
付
︱
︱
な
ど
で
す
︒
な
お
︑

双
方
の
給
付
の
内
容
は
同
じ
で
す
が
︑

通
勤
災
害
の
方
は
︑
労
働
基
準
法
の

災
害
補
償
責
任
を
基
礎
と
す
る
も
の

で
は
な
い
た
め
︑
保
険
給
付
の
名
称
か

ら
は
﹁
補
償
﹂
が
外
さ
れ
て
い
ま
す
︒

ま
た
︑
同
じ
理
由
か
ら
︑
労
基
法
に

よ
る
事
業
主
に
対
す
る
待
期
期
間
中

（
３
日
間
）
の
休
業
補
償
義
務
（
同

法
第
76
条
）
や
︑
療
養
の
た
め
の
休

業
期
間
と
そ
の
後
30
日
間
の
解
雇
制

限
の
適
用
（
同
法
第
19
条
）
等
が
な

い
ほ
か
︑
業
務
上
災
害
に
は
な
い
療
養

給
付
受
給
者
の
自
己
負
担
金
（
２
０
０

円
）
の
徴
収
が
通
勤
災
害
に
は
あ
り

ま
す（
労
災
保
険
法
第
31
条
第
２
項
）︒

　

次
に
︑
通
勤
災
害
の
適
用
に
関
し
て

は
︑
労
災
保
険
法
に
よ
る
と
︑
通
勤

と
は
﹁
労
働
者
が
︑就
業
に
関
し
﹂﹁
住

居
と
就
業
の
場
所
と
の
間
の
往
復
﹂
等

を
︑﹁
合
理
的
な
経
路
及
び
方
法
に
よ

り
行
う
こ
と
を
い
い
︑
業
務
の
性
質
を

有
す
る
も
の
を
除
く
も
の
﹂で
あ
り（
同

法
第
７
条
第
２
項
）︑
往
復
等
の
経
路

を
﹁
逸
脱
﹂
し
︑ま
た
は
往
復
等
を
﹁
中

断
﹂
し
た
場
合
は
︑
そ
の
間
及
び
そ

の
後
の
往
復
等
は
通
勤
と
は
な
り
ま
せ

ん
（
同
条
第
３
項
）︒
た
だ
し
︑
そ
れ

が
﹁
日
常
生
活
上
必
要
な
行
為
で
あ
っ

て
﹂﹁
や
む
を
得
な
い
事
由
に
よ
り
行

う
た
め
の
最
小
限
度
の
も
の
で
あ
る
場

合
﹂
は
︑逸
脱
・
中
断
の
間
を
除
き
﹁
こ

の
限
り
で
な
い
﹂（
同
項
た
だ
し
書
）

と
し
て
い
ま
す
︒

　

そ
こ
で
︑
ご
質
問
の
労
働
者
Ａ
が

忘
年
会
に
参
加
し
︑
酒
を
飲
ん
で
帰

宅
し
よ
う
と
し
た
行
為
が
︑
通
勤
の

範
囲
に
入
る
か
ど
う
か
︑
逆
に
言
え
ば

﹁
逸
脱
ま
た
は
中
断
﹂
に
な
る
の
か
ど

う
か
を
み
て
み
ま
す
︒
常
識
的
に
は
︑

帰
宅
途
中
の
飲
酒
に
ま
で
労
災
保
険

に
よ
る
保
護
が
及
ぶ
と
は
考
え
づ
ら
い

と
こ
ろ
で
す
が
︑
そ
れ
で
は
︑
通
勤
災

害
保
護
制
度
上
︑
飲
酒
は
ど
の
よ
う

に
取
り
扱
わ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
︒

　

こ
の
点
に
つ
い
て
は
︑
厚
生
労
働
省

の
行
政
解
釈
（
昭
和
48
年
11
月
︑
基

発
第
６
４
４
号
等
）
で
は
︑
逸
脱
・
中

断
の
具
体
的
な
事
例
と
し
て
﹁
バ
ー
︑

キ
ャ
バ
レ
ー
等
で
飲
酒
す
る
場
合
﹂
を

挙
げ
て
い
ま
す
︒
と
は
い
え
１
０
０
％

ダ
メ
だ
と
い
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
︑

一
方
で
︑﹁
経
路
上
の
店
で
渇
き
を
い

や
す
た
め
ご
く
短
時
間
︑
お
茶
︑
ビ

ー
ル
等
を
飲
む
場
合
﹂
は
よ
い
と
も
言

っ
て
い
る
の
で
す
が
︑
同
時
に
﹁
飲
み

屋
や
ビ
ア
ホ
ー
ル
等
に
お
い
て
︑
長
時

間
に
わ
た
っ
て
腰
を
落
ち
着
け
る
に
至

っ
た
場
合
﹂
は
逸
脱
︑
中
断
に
該
当
す

る
と
釘
を
刺
し
て
い
ま
す
︒

　

結
局
︑﹁
少
し
ぐ
ら
い
な
ら
よ
い
が
︑

長
い
時
間
た
く
さ
ん
飲
ん
で
は
ダ
メ
﹂

と
い
う
こ
と
で
あ
り
︑
忘
年
会
で
の
飲

酒
は
明
ら
か
に
﹁
長
時
間
に
わ
た
っ
て

腰
を
落
ち
着
け
る
に
至
っ
た
場
合
﹂
に

該
当
し
ま
す
の
で
︑
当
然
︑
そ
の
後
の

帰
宅
途
中
に
被
災
し
て
も
通
勤
災
害

の
適
用
は
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

す
︒

Ａ�

少
し
の
飲
酒
は
許
さ
れ
る

が
、
た
く
さ
ん
は
適
用
外

免
許
証
の
種
類
が
３
タ
イ
プ
に

マ
イ
ナ
免
許
証
の
有
効
期
間
切
れ
に
注
意

住
所
変
更
手
続
き
等
が
楽
に

オ
ン
ラ
イ
ン
更
新
時
講
習
の
受
講
も
可
能

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と

運
転
免
許
証
の
一
体
化
が
行

わ
れ
る
と
︑
次
に
挙
げ
る
３

つ
の
免
許
証
の
持
ち
方
が
可

能
に
な
り
ま
す
︒

①
運
転
免
許
証
の
免
許
情
報

が
記
録
さ
れ
た
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
︵
マ
イ
ナ
免
許
証
︶
の

み
を
保
有

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と

運
転
免
許
証
を
一
体
化
し
︑

現
在
保
有
し
て
い
る
運
転
免

許
証
を
返
納
す
る
︒

②
マ
イ
ナ
免
許
証
と
運
転
免

許
証
の
双
方
を
保
有

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と

運
転
免
許
証
を
一
体
化
し
た

上
︑
現
在
保
有
し
て
い
る
運

転
免
許
証
も
引
き
続
き
保
有

す
る
︒

③
従
来
の
運
転
免
許
証
の
み

を
保
有

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と

運
転
免
許
証
を
一
体
化
せ

ず
︑
運
転
免
許
証
の
み
を
保

有
す
る
︒
こ
れ
ま
で
通
り
︑

更
新
等
が
可
能
と
な
る
︒

　

な
お
︑
自
動
車
等
を
運
転

す
る
際
は
︑
従
来
の
運
転
免

許
証
ま
た
は
マ
イ
ナ
免
許
証

の
い
ず
れ
か
を
携
帯
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
︒

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と

マ
イ
ナ
免
許
証
の
有
効
期
間

は
異
な
り
ま
す
︒
マ
イ
ナ
免

許
証
の
有
効
期
間
は
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
券
面
に
表

記
さ
れ
な
い
た
め
︑
有
効
期

間
切
れ
（
失
効
）
に
注
意
し

て
く
だ
さ
い
︒

①
住
所
変
更
手
続
き
等
の
ワ

ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス

　

マ
イ
ナ
免
許
証
の
み
を
保

有
し
︑
か
つ
︑
必
要
な
手
続

き
（
署
名
用
電
子
証
明
書
と

免
許
情
報
の
紐
づ
け
︑
マ
イ

ナ
ポ
ー
タ
ル
と
の
連
携
手

続
）
を
と
れ
ば
︑
本
籍
・
住

所
・
氏
名
お
よ
び
生
年
月
日

に
変
更
が
生
じ
た
場
合
で

も
︑
免
許
セ
ン
タ
ー
等
で
の

変
更
手
続
は
不
要
と
な
り
ま

す
︒

②
オ
ン
ラ
イ
ン
講
習
︵
優
良

運
転
者
、一
般
運
転
者
の
み
︶

　

マ
イ
ナ
免
許
証
を
保
有

し
︑
講
習
区
分
が
﹁
優
良
運

転
者
﹂
ま
た
は
﹁
一
般
運
転

者
﹂
に
該
当
す
る
人
（
更
新

を
受
け
る
際
の
誕
生
日
が
３

月
24
日
以
降
）
は
︑
こ
れ
ま

で
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー
等
で

対
面
で
受
講
し
て
い
た
更
新

時
講
習
に
つ
い
て
︑
自
宅
等

で
好
き
な
時
間
に
オ
ン
ラ
イ

ン
で
受
講
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
す
︒

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と

運
転
免
許
証
の
一
体
化
に
関

す
る
詳
細
は
︑
警
察
庁
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
︵
二

次
元
コ
ー
ド
︶

ま
た
は
各
都

道
府
県
警
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
︒

　

令
和
４
年
に
行
わ
れ
た
道
路
交
通
法
の
改
正
に
よ
り
︑

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
運
転
免
許
証
の
一
体
化
に
関
す

る
規
定
が
整
備
さ
れ
︑
７
年
３
月
24
日
㈪
に
全
国
で
運
用

開
始
と
な
り
ま
す
︒

　

こ
こ
で
は
︑
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
運
転
免
許
証
の

一
体
化
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
︒

　

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
構
築

宣
言
と
は
︑
取
引
先
と
の
パ

ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
強
化
す

る
な
ど
﹁
新
た
な
共
存
共
栄

関
係
の
構
築
﹂
を
企
業
の
代

表
者
名
で
宣
言
す
る
も
の
で
︑

﹁
成
長
と
分
配
の
好
循
環
﹂

を
目
指
す
た
め
の
も
の
で
す
︒

　

宣
言
の
イ
メ
ー
ジ
は
図
１

の
通
り
で
︑
宣
言
を
行
う
こ

と
で
︑
図
２
で
示
し
た
効
果

が
期
待
さ
れ
ま
す
︒

　

同
宣
言
で
は
︑
次
の
①
②

を
宣
言
し
ま
す
︒

①
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全
体
の

共
存
共
栄
と
新
た
な
連
携

・
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

・
Ｉ
Ｔ
実
装

・
グ
リ
ー
ン
化　

等

②
下
請
企
業
と
の
望
ま
し
い

　

宣
言
を
行
う
こ
と
で
︑
一

部
の
補
助
金
に
つ
い
て
加
点

措
置
が
受
け
ら
れ
る
な
ど
の

優
遇
措
置
が
受
け
ら
れ
ま

　

自
社
の
宣
言
を
（
公
財
）

全
国
中
小
企
業
振
興
機
関
協

会
が
運
営
す
る
ポ
ー
タ
ル
サ

イ
ト
︵
二
次
元
コ
ー
ド
②
︶

に
提
出
す
る
と
︑
ポ
ー
タ
ル

サ
イ
ト
上
に
宣
言
が
公
表
さ

れ
ま
す
︒

取
引
慣
行
︵﹁
振
興
基
準
﹂︶

の
遵
守

　

特
に
︑
次
の
﹁
取
引
適
正

化
の
重
点
５
課
題
﹂
に
つ
い

て
宣
言
し
ま
す
︒

・
価
格
決
定
方
法

・ 

型
管
理
な
ど
の
コ
ス
ト
負

担
・
手
形
な
ど
の
支
払
条
件

・
知
的
財
産
・
ノ
ウ
ハ
ウ

・ 

働
き
方
改
革
等
に
伴
う
し

わ
寄
せ

す
︒
ま
た
︑
企
業
が
賃
上
げ

を
実
施
し
た
場
合
に
︑
賃
上

げ
額
の
一
部
を
法
人
税
な
ど

か
ら
税
額
控
除
で
き
る
﹁
賃

　

こ
こ
で
は
︑
登
録
の
流
れ

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
︒

①	

登
録
の
前
に
﹁
社
内
体
制

の
確
認
﹂
を
！

　

同
宣
言
は
︑
代
表
者
の
名

前
で
宣
言
す
る
も
の
で
あ
る

こ
と
︑
ま
た
︑
登
録
後
は
企

業
名
︑
代
表
者
名
を
含
む
宣

言
文
が
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
に

公
開
さ
れ
る
こ
と
を
確
認
し

ま
す
︒

　

ま
た
︑
同
宣
言
で
は
︑
下

請
中
小
企
業
振
興
法
に
基
づ

く
﹁
振
興
基
準
﹂（
二
次
元
コ

ー
ド
③
︑
今
年
11
月
１
日
に

改
正
）
の
遵
守
も
含
め
て
宣

言
す
る
た
め
︑
振
興
基
準
の

内
容
を
確
認
し
ま
す
︒

②
準
備

　

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
上
に
あ
る

﹁
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
構
築

宣
言　

ひ
な
形
﹂
を
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
し
︑
記
載
要
領
を
参

考
に
宣
言
文
を
作
成
し
ま
す
︒

上
げ
促
進
税
制
﹂
で
は
︑
一

定
規
模
以
上
の
企
業
に
つ
い

て
は
︑
同
税
制
の
適
用
を
受

け
る
条
件
の
１
つ
と
し
て
︑

同
宣
言
を
行
っ
て
い
る
こ
と

が
必
要
と
な
り
ま
す
︒

　

ま
た
︑
令
和
５
年
度
か
ら

は
︑
日
本
政
策
金
融
公
庫
に

お
い
て
同
宣
言
関
連
の
融
資

制
度
が
利
用
可
能
と
な
っ
て

い
る
ほ
か
︑
都
道
府
県
な
ど

の
自
治
体
で
は
補
助
金
に
対

し
て
同
宣
言
を
行
っ
て
い
る

企
業
向
け
の
加
点
措
置
な
ど

が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
︒

　

詳
細
は
︑
同
宣
言
ポ
ー
タ

ル
サ
イ
ト
﹁
宣
言
す
る
メ
リ

ッ
ト
﹂︵
二
次
元
コ
ー
ド
①
︶

を
ご
覧
く
だ
さ
い
︒

③
登
録

　

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
の
フ
ォ

ー
ム
に
企
業
名
や
業
種
等
必

須
項
目
を
入
力
し
た
上
で
︑

Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
し
た
宣
言
文
を
ア

ッ
プ
ロ
ー
ド
し
ま
す
︒

　

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
で
は
︑

グ
リ
ー
ン
化
や
人
材
マ
ッ
チ

ン
グ
な
ど
新
た
な
連
携
に
積

極
的
に
取
り
組
む
事
例
や
︑

宣
言
し
た
こ
と
を
契
機
に
︑

下
請
事
業
者
と
の
適
正
な
取

引
を
含
め
て
︑
経
営
者
や
調

達
担
当
者
の
意
識
が
高
ま
っ

た
事
例
な
ど
︑
他
の
宣
言
企

業
や
こ
れ
か
ら
宣
言
を
行
う

企
業
に
と
っ
て
参
考
と
な
る

④
宣
言
の
公
開

　

登
録
し
た
宣
言
文
は
︑
ポ

ー
タ
ル
サ
イ
ト
の
﹁
登
録
企

業
リ
ス
ト
﹂
で
公
開
さ
れ
ま

す
︒

事
例
に
つ
い
て
︑
取
り
組
み

の
概
要
や
背
景
な
ど
の
ポ
イ

ン
ト
を
ま
と
め
た
﹁
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
構
築
宣
言
取
組

事
例
集
﹂︵
二
次
元
コ
ー
ド
⑤
︶

を
公
開
し
て
い
ま
す
︒

　

な
お
︑
経
済
産
業
省
で
は

今
年
11
月
１
日
に
ひ
な
形
を

改
正
し
て
い
ま
す
︵
二
次
元

コ
ー
ド
④
︶︒
経
産
省
で
は
︑

既
に
同
宣
言
を
公
表
し
て
い

る
企
業
に
対
し
て
は
新
し
い

ひ
な
形
で
の
宣
言
の
更
新
を
︑

ま
だ
宣
言
を
行
っ
て
い
な
い

企
業
に
対
し
て
は
宣
言
を
行

う
よ
う
呼
び
か
け
て
い
ま
す
︒

取
引
適
正
化
の
重
点
５
課
題
に
つ
い
て
宣
言

取
引
適
正
化
の
重
点
５
課
題
に
つ
い
て
宣
言

望
ま
し
い
取
引
慣
行
の
実
現
を
目
指
す

望
ま
し
い
取
引
慣
行
の
実
現
を
目
指
す

1
「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
構
築
宣
言
」
と
は
？

補
助
金
の
加
点
等
の
優
遇
措
置
の
ほ
か

補
助
金
の
加
点
等
の
優
遇
措
置
の
ほ
か

宣
言
関
連
の
融
資
制
度
が
利
用
可
能
に

宣
言
関
連
の
融
資
制
度
が
利
用
可
能
に

2 

宣
言
を
行
う
メ
リ
ッ
ト

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
上
で
宣
言
を
公
表

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
上
で
宣
言
を
公
表

「
新
し
い
ひ
な
形
」
で
の
宣
言
更
新
・
新
規
宣
言

「
新
し
い
ひ
な
形
」
で
の
宣
言
更
新
・
新
規
宣
言

3 

宣
言
を
登
録
す
る
に
は
？

取
り
組
み
の
概
要
な
ど
の
ポ
イ
ン
ト
を
紹
介

取
り
組
み
の
概
要
な
ど
の
ポ
イ
ン
ト
を
紹
介

事
例
集
を
参
考
に
共
存
関
係
構
築
を

事
例
集
を
参
考
に
共
存
関
係
構
築
を

4 

宣
言
取
組
事
例
集

「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
構
築
宣
言
」
を
作
成
・
公
表
し
ま
し
ょ
う
！

「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
構
築
宣
言
」
を
作
成
・
公
表
し
ま
し
ょ
う
！

取
引
先
と
の
持
続
可
能
な
関
係
を
築
く
た
め
に

取
引
先
と
の
持
続
可
能
な
関
係
を
築
く
た
め
に

　
﹁
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
構
築
宣
言
﹂
は
︑

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全
体
の
付
加
価
値
向

上
や
取
引
先
と
の
共
存
共
栄
を
目
指
し
︑

﹁
発
注
者
﹂側
の
立
場
で
あ
る
事
業
者
が
︑

グ
リ
ー
ン
化
等
の
新
た
な
連
携
や
︑
振
興

基
準
の
遵
守
に
つ
い
て
自
社
の
方
針
を
宣

言
す
る
も
の
で
す
︒
宣
言
登
録
企
業
数
は

５
万
５
０
０
０
社
以
上
に
及
ぶ
ほ
か
︑
運

輸
業
・
郵
便
業
で
も
１
６
８
９
社
が
宣
言

を
行
っ
て
い
ま
す
（
令
和
６
年
12
月
24
日

現
在
）︒

　

近
年
で
は
︑
同
宣
言
の
拡
大
に
向
け
た

取
り
組
み
も
全
国
の
自
治
体
で
広
が
っ
て

い
ま
す
︒
同
宣
言
を
行
い
︑
取
引
適
正
化

に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
︑
持
続
可
能

な
物
流
の
実
現
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
︒

図 1

「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
構
築
宣
言
」
特
集

経済産業省

図２　宣言を行うことで期待できる効果

・新たなパートナーシップ　規模・系列を超えた連携
　⇒お互いWin-Win の関係で！
・適正な取引価格の実現
　⇒価格交渉ができる関係に！
・下請代金の支払条件改善
　⇒資金繰りの改善！

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
運
転
免
許
証
の
一
体
化

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
運
転
免
許
証
の
一
体
化

７
年
３
月

７
年
３
月
2424
日
全
国
運
用
開
始
！

日
全
国
運
用
開
始
！

警察庁1 

制
度
の
概
要

2 

一
体
化
の
メ
リ
ッ
ト
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▼
私
が
ま
だ
小
さ
か
っ
た
こ
ろ
︒

寒
い
朝
︑
小
学
校
ま
で
の
通
学
路

に
﹁
霜
柱
﹂
が
現
わ
れ
︑
そ
こ
を

運
動
靴
で
踏
み
鳴
ら
す
と
︑﹁
サ
ク

ッ　

サ
ク
ッ
﹂
と
優
し
い
返
事
が

返
っ
て
き
ま
し
た
︒
手
袋
を
合
わ

せ
て
息
を
吹
き
掛
け
る
と
︑
外
気

と
の
温
度
差
で
︑
白
い
息
が
パ
ア

ッ
と
広
が
り
ま
し
た
︒
友
人
の
１

人
が
﹁
ダ
ッ
シ
ュ
！
﹂
と
言
う
や

否
や
︑
一
緒
に
居
た
４
人
が
一
斉

に
駆
け
出
し
ま
し
た
︒
息
を
ハ
ア

ハ
ア
切
ら
し
な
が
ら
小
学
校
ま
で

の
短
距
離
競
走
で
す
︒
▼
年
月
を

経
て
︑
学
生
時
代
の
冬
休
み
に
︑

住
み
込
み
で
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
た

信
州
・
蓼
科
高
原
の
老
舗
ホ
テ
ル
︒

そ
こ
で
の
厳
し
い
寒
さ
は
承
知
し

て
い
ま
し
た
が
︑﹁
凍
れ
る
寒
さ
と

は
こ
の
こ
と
か
﹂
と
︑
思
い
知
ら

さ
れ
ま
し
た
︒
こ
の
時
に
経
験
し

た
信
州
の
﹁
霜
柱
﹂
は
︑﹁
ザ
ク
ッ

ザ
ク
ッ
﹂
と
力
強
く
︑
霜
の
厚
さ

が
音
の
違
い
に
表
れ
た
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
︒
豪
雪
で
有
名
な
新
潟

県
高
田
市
（
現
上
越
市
）
か
ら
ア

ル
バ
イ
ト
に
来
て
い
た
学
生
が
︑

﹁
僕
の
生
ま
れ
育
っ
た
土
地
は
︑

寒
さ
半
端
な
い
で
す
よ
﹂
と
︑
真

冬
の
生
活
の
厳
し
さ
を
切
々
と
語

っ
て
い
た
の
を
記
憶
し
て
い
ま

す
︒
▼
私
と
同
年
代
で
︑
稀
代
の

歌
手
・
松
山
千
春
の
名
曲
に
﹃
大

空
と
大
地
の
中
で
﹄
が
あ
り
ま
す
︒

厳
し
い
北
の
大
地
で
精
一
杯
に
人

を
愛
し
︑
自
然
を
愛
し
︑
生
き
抜

く
様
を
︑
抒
情
豊
か
に
歌
っ
た
私

の
大
好
き
な
曲
で
す
︒
▼
冒
頭
に

戻
り
ま
す
が
︑
地
球
温
暖
化
に
よ

り
季
節
ご
と
の
営
み
が
失
わ
れ
︑

季
語
が
希
薄
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま

す
︒
小
学
校
め
ざ
し
て
一
緒
に
ダ

ッ
シ
ュ
し
た
友
人
の
１
人
は
︑
真

冬
に
な
る
と
耳
朶
に
霜
焼
が
で
き

て
い
て
痛
そ
う
で
し
た
︒
当
時
︑

万
能
薬
と
言
わ
れ
た
﹁
軟
膏
﹂
は

必
需
品
で
し
た
︒
時
折
︑
昭
和
の

時
代
を
振
り
返
り
ま
す
が
︑
や
っ

ぱ
り
あ
の
時
代
は
何
物
に
も
代
え

難
い
﹁
良
き
時
代
だ
っ
た
な
﹂
と

感
慨
深
い
も
の
が
あ
り
ま
す
︒
▼

﹁
初
霜
﹂
と
い
え
ば
︑
百
人
一
首

の
中
で
︑
凡
河
内
躬
恒
の
﹁
心
あ

て
に 

折
ら
ば
や
折
ら
む 

初
霜
の 

を
き
ま
ど
は
せ
る 

白
菊
の
花
﹂
が

想
い
浮
か
び
ま
す
︒
真
冬
が
到
来

し
︑
一
面
に
降
り
た
初
霜
の
中
で

白
菊
を
探
す
の
は
難
し
い
と
︑
情

緒
と
連
想
の
中
で
人
生
に
お
い
て

躊
躇
す
る
事
柄
が
多
々
あ
る
が
︑

意
を
決
す
る
こ
と
が
必
ず
く
る
︑

と
詠
ん
で
い
ま
す
︒
▼
年
末
年
始

は
︑
10
年
に
１
度
の
﹁
極
寒
﹂
と

の
天
気
予
報
が
出
て
い
ま
す
︒
寒

さ
対
策
を
十
分
に
講
じ
て
︑
健
や

か
に
新
年
を
お
迎
え
く
だ
さ
い
！

 

（
山
崎　

薫
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表
２
は
︑
自
動
運
転
レ
ベ

ル
の
概
要
を
示
し
て
い
る
︒

レ
ベ
ル
２
自
動
運
転
で
は
︑

ス
テ
ア
リ
ン
グ
と
加
減
速
が

自
動
化
さ
れ
る
も
の
の
︑
ド

ラ
イ
バ
ー
に
よ
る
常
時
監
視

が
必
要
と
な
る
︒
レ
ベ
ル
３

（
条
件
付
き
自
動
化
）で
は
︑

　

㈱
Ｔ
２
は
︑
自
動
運
転
技

術
を
活
用
し
た
物
流
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
を
通
じ
て
︑﹁
物

流
の
２
０
２
４
年
問
題
﹂
を

は
じ
め
と
す
る
物
流
危
機
の

解
決
に
寄
与
し
︑
物
流
イ
ン

フ
ラ
の
維
持
・
向
上
に
貢
献

す
る
こ
と
を
目
的
に
︑
様
々

な
商
社
や
物
流
会
社
な
ど
か

ら
出
資
を
受
け
︑
令
和
４
年

に
設
立
さ
れ
た
事
業
者
で
あ

る
︒

　

同
社
で
は
︑
顧
客
（
運
送

会
社
・
荷
主
）
の
集
約
拠
点

間
の
貨
物
輸
送
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
︒
ト
ラ
ッ
ク
の
走
行
区

間
の
う
ち
︑
高
速
道
路
や
専

用
道
等
の
自
動
運

転
区
間
内
に
お
い

て
︑
７
年
７
月
か

ら
は
レ
ベ
ル
２
自

動
運
転
ト
ラ
ッ
ク

を
用
い
た
輸
送
事

業
を
︑
ま
た
９
年

か
ら
は
レ
ベ
ル
４

自
動
運
転
ト
ラ
ッ

ク
を
用
い
た
輸
送

事
業
の
開
発
を
目

指
し
て
い
る
︒

　

同
社
に
お
け
る

今
後
の
事
業
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
︑
表

１
の
通
り
で
あ
る
︒

高
速
道
路
な
ど
限
定
領
域
に

お
い
て
︑
通
常
時
に
は
シ
ス

テ
ム
に
よ
る
走
行
が
可
能
な

レ
ベ
ル
（
緊
急
時
に
は
ド
ラ

イ
バ
ー
の
操
作
が
必
要
）︒

同
社
が
目
指
し
て
い
る
レ
ベ

ル
４（
高
度
自
動
化
）で
は
︑

限
定
領
域
に
お
い
て
︑
緊
急

時
に
お
い
て
も
シ
ス
テ
ム
走

行
が
可
能
な
レ
ベ
ル
と
な
る
︒

な
お
︑
顧
客
の
集
約
拠
点
~

自
動
運
転
と
の
切
替
拠
点
間

（
一
般
道
）
で
は
ド
ラ
イ
バ

ー
に
よ
る
有
人
運
転
と
な
る
︒

　

自
動
運
転
ト
ラ
ッ
ク
の
技

術
要
素
は
次
の
通
り
で
あ
る
︒

1
物
体
認
識︵
写
真
①
③
④
︶

　

レ
ー
ザ
ー
光
を
使
っ
た
高

性
能
セ
ン
サ
ー
（
Ｌ
ｉ
Ｄ
Ａ

Ｒ
）・
カ
メ
ラ
に
よ
る
高
精

度
の
物
体
認
識
︒
近
距
離
で

は
極
め
て
高
い
精
度
で
認
識

が
可
能
︒

2
自
己
位
置
推
定︵
写
真
⑤
︶

　

カ
メ
ラ
や
高
精
度
衛
生
測

位
シ
ス
テ
ム
︵
Ｇ
Ｎ
Ｓ
Ｓ
、

写
真
②
︶
の
デ
ー
タ
な
ど
を

基
に
︑
自
車
の
位
置
を
正
確

に
推
定
し
︑
周
辺
状
況
を
把

握
す
る
︒

3
指
令
判
断

　

物
体
認
識
︑
自
己
位
置
推

　

見
学
会
で
は
︑
同
テ
ス
ト

セ
ン
タ
ー
の
高
速
周
回
路
を

利
用
し
た
同
乗
試
乗
を
実
施

し
た
︒

　

試
乗
内
容
は
図
の
通
り

で
︑
自
動
運
転
ト
ラ
ッ
ク
の

ド
ラ
イ
バ
ー
が
ハ
ン
ド
ル
か

ら
手
を
離
し
た
状
態
で
時
速

60
㌔
㍍
で
の
自
動
走
行
を
実

施
︒
そ
の
後
︑
自
動
運
転
ト

ラ
ッ
ク
の
前
に
割
り
込
ん
で

く
る
車
の
速
度
に
合
わ
せ
て

自
動
的
に
減
速
︒
前
走
車
が

離
脱
し
た
後
は
︑
再
び
加
速

し
た
︒

た
実
証
試
験
に
お
い
て
︑
90

分
間
の
ド
ラ
イ
バ
ー
未
介
入

走
行
に
成
功
し
て
い
る
︒

　

今
後
も
︑国
土
交
通
省﹁
高

速
道
路
に
お
け
る
路
車
協
調

に
よ
る
自
動
運
転
ト
ラ
ッ
ク

の
実
証
実
験
﹂へ
の
参
加
や
︑

荷
主
企
業
や
運
送
事
業
者
と

の
共
同
実
証
の
実
施
な
ど
︑

自
動
運
転
実
用
化
に
向
け
た

取
り
組
み
を
加
速
し
て
い
く
︒

る
声
が
上
が
っ
た
︒

定
︑
高
精
度
３
次
元
地
図
な

ど
に
基
づ
き
︑
車
内
に
搭
載

し
た
シ
ス
テ
ム
が
運
転
操
作

を
判
断
す
る
た
め
︑
様
々
な

周
辺
状
況
に
お
い
て
ス
ム
ー

ズ
か
つ
安
全
な
走
行
を
実
現
︒

　

同
社
で
は
︑
今
年
６
月
に

新
東
名
高
速
道
路
駿
河
湾
沼

津
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア（
Ｓ
Ａ
）

~
浜
松
Ｓ
Ａ
間
（
自
動
運
転

車
優
先
レ
ー
ン
）
で
実
施
し

　

同
乗
試
乗
に
参
加
し
た
委

員
か
ら
は
︑
自
動
運
転
ト
ラ

ッ
ク
の
安
定
し
た
走
行
と
ス

ム
ー
ズ
な
加
減
速
を
評
価
す

表 1　同社の事業スケジュール
事業スケジュール トラック保有台数

令和 6年度 トラックでの実証実験および事業開発

7年度 レベル 2自動運転トラック輸送事業（東京・
大阪間） 7月までに 5台

8年度 年度末までに 50台

9年度 	レベル 4自動運転トラック輸送事業（東京・
大阪間） 同 150台

10年度 インターチェンジ付近の一般道における自動
運転実現 同 500台

11年度 事業エリア拡大（九州・四国） 同 1,200 台

12年度〜 レベル 4トラクタトレーラー輸送事業 13年には 2,000 台
規模での輸送を行う

（出典：㈱ T2発表資料）

表２　自動運転レベルの概要
レベル

対応主体
対象地域

通常時 緊急時
０　支援・自動化なし 運転手 運転手 ―
１　運転支援（縦 or 横） 運転手 運転手 限定領域
２　部分自動化（縦＆横） 運転手 運転手 限定領域
３　条件付き自動化 システム 運転手 限定領域
４　高度自動化 システム システム 限定領域
５　完全自動化 システム システム 無制限
（出典：㈱ T2発表資料）

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
﹁
次
世
代
新
技

術
対
応
小
委
員
会
﹂（
山
口
嘉
彦
委
員
長
）

は
11
月
25
日
︑茨
城
県
城
里
町
に
あ
る（
一

財
）
日
本
自
動
車
研
究
所
城
里
テ
ス
ト
セ

ン
タ
ー
で
︑
第
７
回
次
世
代
新
技
術
対
応

小
委
員
会
・
見
学
会
を
開
催
し
た
︒

　

見
学
会
で
は
︑
来
年
７
月
に
東
京
・
大

阪
間
で
レ
ベ
ル
２
自
動
運
転
ト
ラ
ッ
ク
を

用
い
た
輸
送
事
業
の
開
始
を
計
画
し
て
い

る
︑
㈱
Ｔ
２
（
森
本
成
城
代
表
取
締
役
Ｃ

Ｅ
Ｏ
）
の
自
動
運
転
大
型
ト
ラ
ッ
ク
の
見

学
お
よ
び
同
乗
試
乗
を
実
施
し
た
︒

　

こ
こ
で
は
︑
同
見
学
会
の
模
様
な
ど
に

つ
い
て
紹
介
す
る
︒

1
㈱
Ｔ
２
と
は
？

自
動
運
転
ト
ラ
ッ
ク
に
よ
る
輸
送
事
業
を
計
画

自
動
運
転
ト
ラ
ッ
ク
に
よ
る
輸
送
事
業
を
計
画

1313
年
に
は
２
０
０
０
台
規
模
の
運
行
目
指
す

年
に
は
２
０
０
０
台
規
模
の
運
行
目
指
す

2
自
動
運
転
ト
ラ
ッ
ク
と
は
？

安
全
な
走
行
の
た
め
最
新
鋭
シ
ス
テ
ム
を
導
入

安
全
な
走
行
の
た
め
最
新
鋭
シ
ス
テ
ム
を
導
入

高
速
道
路
で
の
自
動
走
行
が
可
能
に

高
速
道
路
で
の
自
動
走
行
が
可
能
に

3
見
学
会
で
の
同
乗
試
乗

他
車
の
割
り
込
み
に
対
応
し
て
自
動
で
加
減
速

他
車
の
割
り
込
み
に
対
応
し
て
自
動
で
加
減
速

出
席
委
員
は
「
安
定
し
た
走
行
」
を
評
価

出
席
委
員
は
「
安
定
し
た
走
行
」
を
評
価

図

（出典：㈱ T2発表資料）

広報室からのお願い

『広報とらっく』『広報とらっく』
読者アンケート実施中‼読者アンケート実施中‼

1月15日（水）まで1月15日（水）まで
　経営者、管理者、従業員、ドライバーの皆様など読者ならどな
たでも回答できます。
　抽選で1,000名様にクオカードペイ1,000円分をプレゼント！
　回答は二次元コードから‼

5409（12月15日から1月14日）
9655（1月15日から2月14日）パスワード

今回の見学会・同乗試乗に使用された、T2の自動運転トラック（第一世代車）。今年5月には
新型実験車両が登場している

①前面上部に設置された複
数台のカメラで、前方の道路
上の白線や前方を走行する
車両などの対象物を高精度
で認識。近距離では、極め
て高い精度で物体を認識す
ることができる

❶ ❷

❸

❹

❺

②高精度衛星測位システム
（GNSS）に対応したアンテ
ナを上部に搭載。地球の上空
を周回している人工衛星から
の電波を受信し、自車の現在
位置をcmレベルで正確に把
握することができる

⑤LiDARやカメラ、GNSSなどで取得された
情報を統合し、助手席側に設けられたモニ
ターに表示。道路の形状や周囲を走行する
車両の位置を正確に推定する。同情報は車
内に搭載されたシステムに送られ、運転操作
の指令・判断がなされる

③レーザー光を使い、周辺車両や歩行者、
建物、障害物などの対象物との距離や形状、
位置関係を測定するLiDARセンサー。夜間で
も対象物の検知が可能。現在は前方左右の
２か所に設置されているが、後方左右にも設
置することで自車の周囲を360度監視可能
となる

④LiDARセンサー下部にもカメラを設置。側
方の車両も認識することで、後方から追越し
てくる車両の動きをとらえる

自動運転を可能とする最新技術

試乗では、自動運転トラックの前に割り込んでく
る車の速度に合わせ、自動的に加減速した

全ト協 第７回「次世代新技術対応小委員会」全ト協 第７回「次世代新技術対応小委員会」 令和９年のレベル４自動運転トラック輸送事業スタートに向け技術開発を推進

自動運転大型トラック見学・同乗試乗を実施自動運転大型トラック見学・同乗試乗を実施


